
株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一
A 1 : 1 / 1 0 0

A 3 : 1 / 2 0 0

2 0 2 6 . 0 3 S - 0 1

場所打ちコンクリート杭

位置及び箇所数は監督員の支持による。（３箇所以上）

施工に先立ち試験堀を行い、支持地盤及び地質の確認を行うこと。

施工に先立ち試験堀を行い、支持地盤及び地質の確認を行うこと。

位置及び箇所数は監督員の支持による。

コンクリ－トの打込み・締固め・打継ぎ部の処理方法・養生方法は、

ＪＡＳＳ５　７節及び８節に準拠する。

構造特記仕様書

2 2

別図参照

* 　ソイルセメントコラム工法

3 . 7 6

一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号

一　般　事　項

図面及び特記仕様書に記載無き事項は下記の各項による。

特記仕様書の注意事項

１．　　建築工事共通仕様書による特記とは、この特記仕様書の記載事項及び設計図の記入事項をいう。

２．　　本書は、建築工事共通仕様書に優先する。

３．　　本工事に適用する項目は該当欄に〇印のあるものとする。

４．　　製造所、製品及び施工法について特記のある場合は、特記又は同等以上とし、同等以上を適用する場合は係員の承諾を受ける。

５．　　共通仕様書ならびに特記仕様書に明示のない特別な材料工法等については当該製品の指定工法による。

６．　　建築工事共通仕様書に記載なき事項で建築工事標準仕様書・同解説に記載ある事項は同書による。

種　類 断面ｃｍ
杭長（ｍ）種別

単・上杭 中　杭 下　杭

本　数

粗骨材径 使　用　個　所

コンク

無　筋

リート

リート

コンク

混　和　剤 仕　　様

種　　別 使　用　鉄　筋　径

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ２９５Ｂ

・ＳＳ　４００

・ＳＳＣ　４００

種　　別 使　用　形　鋼

地質名 地質名
さ

深

m
1 0 1 02 0 3 0 4 0 5 0 3 02 0 4 0 5 0

・根伐施工計画

・排水施工計画

　　　　　　工法

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

・　釜場排水　　・　ディープウェル　　・　ウェルポイント

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

・山止め施工計画

　　　　　　工法

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

・　オープンカット　　・　木製矢板　　・　シートパイル

・　Ｈ型鋼木製矢板　　・　地下連続壁

　　　検討書を（　　　　　　　）部提出する・根伐底のヒー

　　　ピングの検討

・埋戻し及び盛土

　　　・　５ｔローラー３回転圧

・特記事項

・割り石地業

・砂利地業

・工法

　　　・　切込み砂利　　・　切込み砕石　　・　クラシャラン

　　　ランマー３回突き振動コンパクタ２回締め

１．直接基礎

・設計地耐力

・地耐力試験

２．既製杭基礎

・工法

・杭の状態

・継手

・試験杭本数

・杭打機種 　　　・　油圧ハンマー杭打機

　　　・　ディーゼルハンマー杭打機

・併用機

　　　・　ロックオーガ（　　　　　　　　　　ｍ）

・杭打記録報告 　　　報告書を（　　　　　　　）部提出する

・杭載荷試験

３．その他の工法

・特記事項

・単位水量

・鉄筋組立 　　　１．　主筋継手　　（ｄ＝鉄筋公称径）

　　　２．　フープ筋及び補強筋継手

　　　　　　　　　片面フレア溶接１０ｄの上各主筋に溶接する

・ケーシング仕様 　　　ＧＬより　　　　　　　　　ｍ

・施工管理技術者 　　　作業責任者は基礎施工士とする

　　　報告書を（　　　　　　　）部提出する・杭の施工報告

・特記事項

・セメント

・計画併用期間

※　Ｆｃ　：　設計基準換算強度

・コンクリート試験

・特殊な混和材

・温度補正の

　　　　　　調合計画

　　　リートの養生計画

・寒（暑）中コンク

・工場

・コンクリート試験

・試験の報告

・施工図

・特記事項

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

　　　報告書を（　　　　　　　）部提出する

　　（　　　　　　　）部提出する

　　　・　ＪＩＳ表示許可且つコンクリート技師以上常駐

　　　・　ＪＩＳ表示許可且つ係員の承認をうけたもの

　　　・　各１工程毎且つ１５０ｍ３毎

　　　　　　　テストピース　　　　　　　　　　　本／毎

・鉄筋種別

・鉄筋の継手

・圧接上の資格

・ＪＩＳ規格品

・ＪＩＳ規格同等品

・圧接試験

　　　サイズ

　　　個所数

・各試験の報告

・施工図

・配筋検査

・特記事項

※原則としてＳＤ２９５Ａは圧接しない

Ｄ　　　　以上は圧接する、Ｄ　　　　以下は重ね継手とする。

　　　・　ミルシートの確認

　　　・　強度試験を行う

　　　・　超音波探傷試験　　　・　引張り試験

　　　報告書を（　　　　　　　）部提出する

　　（　　　　　　　）部提出する

　　　必ず手直し期間見越し余裕のある日程とする

　　　指摘事項は監督員が確認する

ＪＩＳ規格品又は同等品以上とする

・鋼材の種別

・ＨＴＢの種別

・ＨＴＢ摩擦面の処理

・普通ボルト

・デッキプレート

・ターンバックル

・既製露出型柱脚

・防錆塗料

・加工工場

・溶接工事作業計画書

・ＪＩＳ規格品

・ＪＩＳ規格同等品

・現寸検査

・開先検査

・工場社内検査

・受け入れ検査

・建方検査

・ＨＴＢ締付け検査

・各検査の報告

・特記事項

　　　・　両者併用

　　　・　溶接金網

　　　・　ＪＩＳ規格品　　サイズ　　Ｍ

　　　（建築用ターンバックル筋かい）

　　　・　ハイベース　　　　　　・　ベースパック

　　　・　建設大臣告示１１０３号の認定工場

　　　・　監督員の承認する工場

　　　・　現寸検査　　　　　　　　・　工作図承認

　　　仮付け状態の物

　　　寸法検査

　　　・　溶接部　　超音波探傷試験

　　　・　製品検査

　　　建築学会「鉄骨精度検査基準」による

　　　計画書を（　　　　　　　）部提出する

　　　・　ミルシートの確認

　　　・　強度試験を行う

　　　報告書を（　　　　　　　）部提出する

・強度試験所

・フープ

・梁貫通補強

　　工事区分

　　位置、径、数

　　　公認の試験所にて行うこと

　　　・　鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨仕口部のフープ

　　　　　　は継手を溶接する。余熱を必要

　　　・　異形柱及び梁のハンチに接するフープとスター

　　　　　　ラップは溶接を併用し堅固に取付ける。

　　　　　　余熱を必要

　　　　　　片面溶接Ｌ＝１０ｄ、両面溶接Ｌ＝５ｄ

　　　・　該当各設備設計図による

　　　・　該当構造図による

　　　　　スターラップ

　　　・　建築工事　　　　　　　　・　設備工事

　　調査場所

・地下水位

　　　　　　　　　　　　　　）・　その他（　　　　

　　　ＧＬ－

　　（　　　　）ヵ所　　　報告書を（　　　　）部提出する

　　　・　単杭　　　　　　　　　・　継ぎ杭（　　　）ヶ所

）　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

　　　・　ＰＨＣ杭（　　　　　　）・ＰＲＣ杭（　　　　　）

　　（　　　　　）ヵ所　報告書を（　　　　）部提出する

　　　試験杭１　　　　ｓｅｔ　　試験杭２　　　　ｓｅｔ

F c  N / m m 2 c m
スランプ

水　中

　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ＪＩＳＺ３８８１による有資格者で監督員の承認をうけた者

　　　・　各サイズ毎　　　　　・　主要なサイズ（Ｄ　　　　）

　　　・　建共仕による　　　・　特記（　　　　　　　　　　）

　　　・　グラインダーかけ　　　　・　酸処理

　　　・　敷地内　　　　　　・　敷地外（　　　　　　ｍ）

.　　　　　　　以下 建共仕とする。

　　　　　　　以下　建監指とする。

　　　　　　　以下　ＪＡＳＳとする。

　　　　　　　　工法

・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・土　工　事

構　造　特　記　仕　様　書

・地　業　工　事

・地　業　工　事

・コンクリート　工　事

・鉄　筋　工　事

・鉄　骨　工　事

・土　質　柱　状　図

・そ　の　他

３．　　建築工事標準仕様書・同解説　　（建築学会）　　　最新版

　　　・　中ボルト　　　　　　　　・　その他（　　　　　）

　・　深礎　　　　・　その他（　　　　　　　　　　　）

断　面　　ｃｍ　

耐力　ＫＮ

　　　・　アースオーガ（　　　　　　　　　　ｍ）

　　　・　モンケン型杭打機

　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ＳＮ　４９０Ｃ

・地盤改良地業　　　　　　　　

杭　長　　ｍ

2 51 8

2 5

2 5

　　　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　第三者機関　　　　　　　％

　　　製品名　　　　　　　　コンクリート厚さ山上　　　ｍｍ

・ＳＮ　４００Ｂ

　　　・　各層２０ｃｍ毎ランマー３回突き

２．　　建築工事施工監理指針　　（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）　　最新版

3

3

3

直接基礎・既製杭基礎・その他

埋戻し土は良質根切土とし、緩みが無い様十分な締め固めを行う。

3

3

1 2

3

3

1 0

1 9 1 6

3

3

・ＢＣＲ　２９５

１．　　公共建築工事標準仕様書　　（国土交通大臣官房官庁営繕部監修）　　最新版

・支持地盤

　　　　　　（　　　　　　　　　　　グレード以上）

・ＳＴＫＲ　４００

・ＳＴＫ　　４００

　　　・　節付ＰＨＣ杭（　　　　　　　　　　　　　　）

本　杭

　　　・　設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得る事。

　　　・　特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。設ける場合は設計者の承認を得る事。設備関係

　　　・　各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い、工事監理者に報告する事。

　　　・　必要に応じて記録写真を撮り保管する事。

　　　・　諸官庁への届出書類は延滞なく提出する事。
工事特記事項

　　　・　床スラブ内に設備配管等を埋め込む場合はスラブ厚さの 1 / 3 以下とし、管の間隔を管径の 3 倍以上かつ 5 ｃｍ以上を原則とする。

・　給湯設備 * は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

地震に対して安全上支障のない構造として、平成 1 2 年建設省告示第 1 3 8 8 号第５に規定する構造方法によること。

満水時の質量が 1 5 ｋｇを超える給湯設備については、

* 「給湯設備」：建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽等のうち給湯設備に該当するものを除いたもの。

・　建築物に設ける建築設備にあっては、構造耐力上安全なものとして、以下の構造方法による。

■　建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽のおそれがないものとすること。

□　屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、

支持構造部は、建築物の構造耐力上主要な部分に、緊結すること。

□　煙突の屋上突出部の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリ－ト造の場合は、鉄製の支枠

を設けたものを除き、 9 0 ｃｍ以下とすること。

□　煙突で屋内にある部分は、鉄筋に対するコンクリ－トのかぶり厚さを 5 ｃｍ以上とした鉄筋コンクリ－ト造又は厚さが

2 5 ｃｍ以上の無筋コンクリ－ト造、れんが造、石造若しくはコンクリ－トブロック造とすること。

■　建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は、

■　風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。

■　建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリ－ブを設ける等有効な管の損傷防止

のための措置を講ずること。

■　管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずるおそれがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等

有効な損傷防止のための措置を講ずること。

■　管を支持し、又は固定する場合においては、つり金物又は防震ゴムを用いる等有効な地震その他の振動及び衝撃の

緩和のための措置を講ずること。

□　法第 2 0 条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、

建設省告示第 1 3 8 9 号により、風圧並びに地震その他の振動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

　　Ｄ　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　1 6

1

　　　・　溶接　　　　　　　　　・　機械式継手

ＢＮｏ－　　　　 ＢＮｏ－　　　　

　　　・　耐火時間　　　　　　　　　　　
　　　ＧＬ－　　　　　　　　　ｍ　

　　　ＪＩＳＫ　　　　　　　　　　　　　　　回塗り
　　　ＪＩＳＫ　　　　　　　　　　　　　　　回塗り

　　　溶接部　　超音波探傷試験　　　社内　　　　　　　％

2 4

2 7

3 0

* 　杭の断面径は設計径を示す

杭　耐　力　 K N

・杭の工法

　　　　　　　　　重ね継手　　　　　　　　 4 5 ｄ

　・　アースドリル杭　・　オールケーシング（全周回転）杭

・コンクリート強度

2 1

2 1

種　別 使　用　鉄　筋　径

・ＳＤ２９５Ａ

・ＳＤ２９５Ｂ

・鉄筋種別

　　Ｄ 1 3 　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　

・コンクリート強度

（高炉セメントＢ種）

※　Ｆｃ　：　設計基準換算強度

・単位セメント量

・空気量

・水セメント比 　　　　　　 6 0 ％以下

　　　　　　 2 0 0 　ｋｇ／ｍ 3 　以下

　　　　　　 3 3 0 　ｋｇ／ｍ 3 　以上

　　　・　砂　　　　　　・　山砂　　　　　　・　砂利　

　　　・　人工

・細骨材種別

　　　・　人工

・粗骨材種別 　　　・　砂利　　　　　・　砕石　　　　　　・　砂利 + 砕石　

・ＡＥ減水剤

・流動化剤　　　　　　　　　

・高性能ＡＥ減水剤

・防水剤

ＪＩＳ規格品又は同等品以上とする

・ＳＤ３４５

・ＳＤ３９０

　　Ｄ 2 5 　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　

　　Ｄ 2 9 　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　

・ＳＤ３４５

　　Ｄ　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　

粗骨材径 使　用　個　所F c  N / m m 2
c m

スランプ

2 5 ( 2 0 )2 4

2 5 ( 2 0 )

1 8

1 82 7

2 5 ( 2 0 )3 0

2 5 ( 2 0 )

　　　・　普通ホ゜ルトラント゛セメント　　・　その他

　　　・　一般　　　　　　・　標準　　　　　　・　長期

2 5 ( 2 0 )

2 5 ( 2 0 )2 1

ン

通

普

ク

コ

1 8

※　粗骨材径（　　）内は砕石の場合

1 5 2 51 8 捨てコンクリート

1 5

1 83 3

・ＳＤ３９０

・高強度せん断補強筋

　　　　　　 4 . 5 ± 1 . 5 ％　以下　

1 8

　　　・　エアハンマ（　　　　　　ｍ）ダウンザホール程度

令第 1 2 9 条の 2 の 3 　規定

1 9

　　　・　Ｓ１０Ｔ　　　　　　　　・　Ｆ１０Ｔ

　　　       　　　　　　　　・　Ｆ 8 Ｔ（亜鉛メッキ部）

　　　建共仕の６章９節による

　　　建共仕の７．４．８による

　　　　　　　　　ブレース

0

2 5

1 0

1 5

2 0

5

2 1

* 　その他、鉄骨部材リスト参照

　　　形式（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　・　その他　（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　ｍ　　地質　　　　　砂礫

鉄筋コンクリ - ト部

3 . 3

3 . 3　　　深度ＧＬ－　　　　　　　ｍ　　　　厚さ　　　　　ｍ1 . 4 5

　　Ｄ　　　　　　　　　　～　Ｄ　　　　　　　　　　　　　　　　

水沢競馬場　新厩務員宿舎新築工事

　　　ｆｅ＝　　　　　　　　　　　ＫＮ／㎡3 0 0



株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一

2 0 2 6 . 0 3 S - 0 2

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６

記号 説明 記号 説明

S 0

E W ○○

E K W ○○

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

梁・スラブの上がり下がりの範囲

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

耐力壁の種別

（±　　）

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

スラブ開口

ボーリング位置

Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

建築

区分
径

区分
径

建築

Ｌ 2

Ｌ

Ｌ 2

Ｌ 2

Ｌ

Ｌ

ＳＤ３９０折曲げ

Ｄ１６以下

折曲げ図（余長）

Ｄ１９

～Ｄ３８～Ｄ３８

Ｄ１９

１８０°

１３５°

９０°

及び

（幅止め筋）

 ９０°

 １３５°

ｄ

４ｄ以上

ｄ

６ｄ以上

ｄ

８
ｄ

以
上

ｄ

４
ｄ

以
上

ｄ
４ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ（Ｎ /ｍｍ  ）2
Ｌ  （フックなし） Ｌ　（フックあり）

の場合

フックあり

フックなし

の場合

－

－

ａ ａ

ａ ａ

ａ

ｂ

ａ

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ≧ 0 . 5 Ｌａ＝ 0 . 5 Ｌ

ａ＝ 0 . 5 Ｌ

鉄筋の

種　類
設計基準強度

コンクリートの

小梁 スラブ 小梁 スラブ

フックあり定着の長さ直線定着の長さ

Ｌ Ｌ Ｌ

－

定着起点 定着起点
▽▽

余長
Ｌ  

余長

鉄筋の

種   類
Ｆｃ（Ｎ /ｍｍ  ）

設計基準強度

コンクリートの

Ｌ

１節半以上、かつ、 1 5 0 m m 以上

Ｌ

以上の
添巻き

中間部末端部

構造部分の種別 最小かぶり厚さ

土に接し

ない部分

土に接す

る部分

スラブ，

耐力壁以外の壁

柱，梁，耐力壁

擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

屋内

屋外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

間隔

あき ＤＤ Ｄは、鉄筋の最大外径

柱

梁 梁Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

 ガス圧接を例で示す

：継手位置

：継手位置

Ｌ

Ｌ

 圧接継手・溶接継手

 カップラー

Ｆｃ（Ｎ / ｍｍ 2  ）

Ｌ
Ｌ

Ｌ

Ｌ  、Ｌ  又はＬ
Ｌ   、Ｌ   又はＬ

Ｌ

Ｌ  又はＬ

2

Ｌ

ＬＬ

※１

※１

※２ ※２

※２

※１

※１※１

※２

２．

※１

a

※１

※１

※２

※２

※１

※２

※２Ｌ

( 片持

小梁の

場合は

以上

場合は

Ｌ

a b

Ｌ

煙突等高熱を受ける部分

ⅰ .

ⅱ .

5 0 7 5 1 0 0 1 2 5 1 5 0 1 7 5 2 0 0 2 2 5 2 5 0 2 7 5 3 0 0 3 2 5 3 5 0 3 7 5 4 0 0

角   度

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

Ｄ

1

1 h

1

1 h

Ｌ

かつ

1 h

2 h

1 2

1

b

2

1 h

ａ≧ 4 0 0 m m

ａ≧ 4 0 0 m m 、かつ、 a ≧ ( b + 4 0 ) m m

2 1

2 4 ， 2 7

3 0 ， 3 3 ， 3 6

1 8

2 1

3 0 ， 3 3 ， 3 6

2 4 ， 2 7

2 1

2 4 ， 2 7

3 0 ， 3 3 ， 3 6

4 0 d

3 5 d

3 5 d

5 0 d

4 5 d

4 0 d

3 5 d

5 0 d

4 5 d

4 0 d

4 0 d

3 5 d

3 0 d

3 0 d

4 0 d

3 5 d

3 5 d

3 0 d

4 0 d

4 0 d

3 5 d

4 5 d

1 0 d

2 0 d

2 5 d ）

2 5 d ）

3 5 d

3 0 d

2 5 d

2 5 d

3 5 d

3 0 d

3 0 d

2 5 d

3 5 d

3 5 d

3 0 d

3 0 d

2 0 d

2 0 d

3 0 d

2 5 d

2 5 d

2 0 d

3 0 d

3 0 d

2 5 d

ａ b

3 1

2 1

d

d

≧ 6 d

≧ 6 d
≧ 6 d

d

5 0 d

5
0

d ≧ 6 d

d

1 . 5 巻

2

0

0 0 / 2 0 2

aa

2

a

2

a

2

 / 4  / 4

≧ 1 0 0

0  / 4

0

 / 20 0 / 4

0

 / 200 / 4  / 40

a a

Ｌ 2

a

1 5 d （余長）

2 0 d （余長）
2 0 d （余長）

1 5 d （余長）

２．

3 . 1  異形鉄筋の末端部

2 . 1  鉄筋の加工

5 . 1  最小かぶり厚さ

4 . 1  継手及び定着

6 . 1 　基礎梁

( １ ) 構造関係共通図 ( 配筋標準図、特記事項 ) は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等

における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。

( ２ ) 構造関係共通図 ( 配筋標準図、特記事項 ) 以外については、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）、

各部配筋　参考図、図面及び監督職員の指示による。

( １ ) 設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。

１．特記仕様書

設計図

構造関係共通図（配筋標準図、特記事項）

２．図面

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書 ( 建築工事編 ) ( 令和４年版 ) 」

( ３ ) 長さ、厚さ等の単位は、特記なき限り m m とする。

図面で使用する記号等は表 1 . 1 ～表 1 . 3 を標準とする。

( １ ) 設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。

( ２ ) 異形鉄筋の径 ( 本文、図、表において「ｄ」で示す ) は、呼び名に用いた数値とする。

鉄筋の折曲げ内法直径は、表 2 . 1 を標準とする。

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

（注）１．Ｌ　 , Ｌ   ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

２．フックありの場合のＬ   は、図 4 . 1 に示すようにフック部分　　を含まない。

３．特記なき限り耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上と

表 4 . 1 の重ね継手の長さのうち大きい値とする。

４ . 軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

小梁及びスラブの上端筋の

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

2Ｌ  又はＬ  1

（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

２．Ｌ　  ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。

（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

３ . 軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

　　　なお、Ｌ　は表 4 . 1 に、Ｌ　及びＬ　は表 4 . 3 による。

１節半以上、かつ、 1 5 0 m m 以上

重ね継手 定着（スラブの場合） 定着（壁の場合）

 鉄筋
 鉄筋

（柱頭又は柱脚部） （重ね継手）

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の 1 . 5 倍以上確保

するように最小かぶり厚さを定める。

厚さを含まない。

い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。

４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

（１）粗骨材の最大寸法の 1 . 2 5 倍

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

印は、継手及び余長を示す。

※２  Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

※１  4 . 1 ( b ) ( 1 ) ( 注 ) 7 に規定する定着長さ

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

印は、継手及び余長を示す。

（注）１．図示のない事項は、 8 . 1 による。

※２  Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

※１  4 . 1 ( b ) ( 1 ) ( 注 ) 7 に規定する定着長さ

る場合には、図 6 . 1 のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異な

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、 8 . 1 ( b ) ( 4 ) による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの 3 / 4 倍以上）

（注）１．図示のない事項は、 8 . 1 による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの 3 / 4 倍以上）

 / 40  / 20

0

 / 40

3 h

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の 1 . 5 倍

（２）２５ｍｍ

（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（２）鉄筋の重ね継手の長さは、表 4 . 1 による。

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

（３）杭基礎のベース筋

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

（３）隣り合う継手の位置は、表 4 . 2 による。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図 5 . 1 により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表 5 . 1 による。

（１）鉄筋の定着の長さは、表 4 . 3 及び図 4 . 2 による。

（３）溶接金網の継手及び定着は、図 4 . 4 による。

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図 4 . 5 による

1 . 1  適用範囲

1 . 2  優先順位

1 . 3  用語の定義

1 . 4  記号等

（ａ）鉄筋の重ね継手

（ｂ）鉄筋の定着

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図 6 . 3 による。

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図 6 . 2 による。

（ａ）一般事項

表 1 . 1 　異形鉄筋の断面表示記号　

表 1 . 3 　梁貫通孔記号　

表 2 . 1 　鉄筋の折曲げ内法直径

表 4 . 1 　鉄筋の重ね継手の長さ

図 4 . 1 　フックありの場合の重ね継手の長さ

図 4 . 3 　折曲げ定着の方法

図 4 . 2 　直線定着の長さ  及び  フックあり定着の長さ

表 4 . 2 　隣り合う継手の位置

表 4 . 4 　鉄筋の投影定着の長さ

図 4 . 4 　溶接金網の継手及び定着

図 4 . 5 　スパイラル筋の継手及び定着

表 5 . 1 　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ ( 単位： m m  )

図 6 . 3 　主筋の継手、定着及び余長（その２）

図 6 . 2 　主筋の継手、定着及び余長（その１）

図 6 . 1 　梁筋の基礎梁内への定着

図 5 . 1 　鉄筋相互のあき

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、 ( d ) による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、 ( c ) による。

ただし、耐圧スラブが付く場合は、（ d ）による。

規定する定着長さ

※１  4 . 1 ( b ) ( 1 ) ( 注 ) 7 に

1 8

2 1

2 4 ， 2 7

3 0 ， 3 3 ， 3 6

1 8

2 1

2 4 ， 2 7

3 0 ， 3 3 ， 3 6

2 1

2 4 ， 2 7

3 0 ， 3 3 ， 3 6

2 0 d

1 5 d

1 5 d

1 5 d

2 0 d

2 0 d

2 0 d

1 5 d

2 0 d

2 0 d

2 0 d

1 5 d

1 5 d

1 5 d

1 5 d

2 0 d

2 0 d

1 5 d

1 5 d

2 0 d

2 0 d

1 5 d

2 0

3 0

3 0

3 0

3 0

4 0

4 0

4 0

6 0

6 0

2 1

2 4 ， 2 7

3 0 ， 3 3 ， 3 6

1 8

2 1

2 4 ， 2 7

3 0 ， 3 3 ， 3 6

2 1

2 4 ， 2 7

3 0 ， 3 3 ， 3 6

1 8 4 5 d

4 0 d

3 5 d

3 5 d

5 0 d

4 5 d

4 0 d

3 5 d

5 0 d

4 5 d

4 0 d

3 5 d

3 0 d

2 5 d

2 5 d

3 5 d

3 0 d

3 0 d

2 5 d

3 5 d

3 5 d

3 0 d

2 5 d

1 8

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で 9 0 °フックまたは 1 3 5 °フックを用いる場合は、余

長は４ｄ以上とする。

２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。

図 3 . 1 　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（　　　印）

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長

aＬ（ただし，柱せいの 3 / 4 倍以上）

り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。

（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図 4 . 3 によ

（ⅰ）全長は表 4 . 3 に示す直線定着の長さ以上

（ⅱ）余長は８ｄ以上

（ⅲ）仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ  及びＬ  は、表 3 . 4 に示す長さとする。ただし、

梁主筋の柱内定着においては、柱せいの 3 / 4 倍以上とする。

（注）１．Ｌ  ，Ｌ   ：２．から４ . まで以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

２．Ｌ  ，Ｌ   ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

３．Ｌ   ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける

小梁は除く。

４．Ｌ   ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

５．フックあり定着の場合は、図 4 . 2 に示すようにフック部分　   を含まない。また、中間部での折

曲げは行わない。

６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、打

増し厚さを含まない。

７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

3

2

1

1 2 3

ガス圧接を例で示す

余長 余長
余長余長

継手長さ

二段筋

継手長さ

継手長さ 1 5 d （余長）

余長

継手長さ

余長 余長
余長表 1 . 2 　各階伏図における記号　

ＳＤ２９５Ｂ , ＳＤ３４５

ＳＤ２９５

1 h

1 h

1 h

1 h

1 h 1 h

1 hａ≧ 0 . 5 Ｌ

1

1

1 1

11

1 2
3

1 0 d

3
3 h2 h1 h

（注）１．Ｌ  ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。a

b

表 4 . 3 　鉄筋の定着の長さ

F L からの上がり下がり

構造関係共通図（配筋標準図）

1 . 1  総則

S D 3 4 5

S D 3 9 0

鉄筋の

種   類

ただし、最上階の
柱頭の四隅部は
フックを付ける。

壁

床版

梁壁梁

床版

壁 壁

柱

 壁

折曲げ内法直径 ( D )

重
ね
継
手

溶
接
継
手

圧
接
継
手

機
械
式
継
手

S D 2 9 5

S D 2 9 5

S D 3 4 5

S D 3 9 0

( 片持

ｽ ﾗ ﾌ ﾞの

1 5 0 m m

3 h
2 h1 h

S D 2 9 5

S D 3 4 5

S D 3 9 0

配筋標準図 - 1 一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号

水沢競馬場　新厩務員宿舎新築工事



株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一

2 0 2 6 . 0 3 S - 0 3

連続端

連続端外端

Ｌ  ( 定着 )

余長

Ｌ

Ｌ

外端

Ｌ

余長余長

ＬＬ

下端筋

上端筋

Ｌ

Ｌ

余長

Ｌ

Ｌ

（２）先端に小梁がある場合は、図 7 . 1 3 による。

先端小梁  
( 頭つなぎ梁 )

片持梁折下げ
片持梁筋 片持梁筋

折下げ

片持梁

先端小梁

２

Ｌｂ

※１ ３ｈ

０ ０

２

Ｌｂ

Ｌ２

ｂＬ

※１ ※１

端部

０

２

ａ
※１

Ｌ

Ｌ
※２

３ｈ Ｌ３ｈ※２

Ｌ

Ｌ
２

２
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０
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継手長さ
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Ｌ

余長 Ｄ余長
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継手長さ
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Ｌ
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余長 二段筋
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柱
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余長

余長

Ｌ

２
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１

Ｌ
２

０
※１

Ｌ２

ａ

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ１ １

ａ
※２

※２

※２

※１

Ｌ２

※１

（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

②Ｗ－Ⅰ形

（ロ） （ハ）（イ）

⑥丸形

Ｌ Ｌ Ｌ

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

（イ） （ロ）

（イ） （ロ）

Ｌ

【※】

梁 梁

柱

帯筋

一般の場合 重ね継手とする場合

かぶり厚さ

Ｌ

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

継手 定着

継手長さ

Ｌ

継手長さ ＬＬ

二段筋余長 余長
余長

：継手位置

a

Ｌ

Ｌ

※１

２

※２
０

０

０ ０

※２

※２

a

Ｌ
※１

２

Ｌ
※２

a

２ ※１

２．

０

Ｌ

２

Ｌ

２
Ｌ

２

Ｌ
２

2 0 d （余長）

1 5 d （余長）

8 . 3 　小梁

8 . 4 　片持梁

8 . 2 　あばら筋等

8 . 1 　大梁

7 . 2 　帯筋

6 . 2 　基礎梁のあばら筋等

7 . 1 　柱

※１ 4 . 1 ( b ) ( 1 ) ( 注 ) 7 に規定する定着長さ

※２  Ｌ  の数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

印は、継手及び余長を示す。

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの 3 / 4 倍以上）

 ガス圧接を例で示す

（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、 8 . 2 ( b ) による。

ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが 1 . 5 m 以上の場合は、図 6 . 5 による

ことができる。

コンクリート打継ぎ面

（１）継手中心位置は、梁上端から 5 0 0 m m 以上、かつ、 3 h o / 4 （ h o は柱の内法高さ）以下とする。

（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

場合には、フックを付ける。

２．隣り合う継手の位置は、表 4 . 2 ［隣り合う継手の位置］による。

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

下端筋（ハンチ付き）：曲げ上げる。

上端筋：曲げ降ろす

（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。

なお、定着の方法は標準仕様書 5 . 3 . 4 ( 5 ) ( イ ) による。

（１）梁の上がり下がりは  F L を基準とした寸法値とする。

（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

０ / 4 を加えた範囲以内下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、

/ 2 以内０

（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図 8 . 3 及び図 8 . 4 による。

打増し部分を含まない。

（３）打増し部分にスラブ、壁、梁金等が取付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、

（１）継手中心位置は、次による。

上端筋：中央

（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異な

２．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を 1 . 5 P  ＠または 1 . 5 P  ＠とす

る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

なお、 P  ＠　、 P  ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。1

上下の柱断面寸法が異なる場合，
帯筋は，一般の帯筋より１サイズ
太い鉄筋又は同径のものを２本重
ねたものとする。

梁面より割り付ける。

一般の場合

注）溶接は ､ 鉄筋の組立前に行う。

⑤ＳＰ形（スパイラル筋）

（１）Ｈ形の 1 3 5 °曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

　　　１０ｄ以上とする。

①Ｈ形

（６）段違い梁は、図 8 . 2 による。
吊上げ筋は、一般のあばら筋
より１サイズ太い鉄筋又は同
径のものを２本重ねたものと
する。

※２  Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

には、フックを付ける。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

※１  4 . 1 ( b ) ( 1 ) ( 注 ) 7 に規定する定着長さ

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの 3 / 4 倍以上）

のように引き通すこと

印は、継手及び余長を示す。

には、フックを付ける。

※２  Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

※１  4 . 1 ( b ) ( 1 ) ( 注 ) 7 に規定する定着長さ

２．

３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、

４．破線は、柱内定着を示す。

ができる。

５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの 3 / 4 倍以上）

（１）一般の梁は、図 8 . 9 による。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

　　　２．図中の P ＠、 P ’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図 8 . 8 による。

２．図中の P ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図 8 . 7 による。

２．図中の P ＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図 8 . 6 による。

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、 1 5 0 m m 程度とし、定着長さは図 8 . 6 による。

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、 D 1 0 - 1 , 0 0 0 ＠程度とする。

　　　きる。

ⅰ . （イ）の場合は交互とする。

（２）フックの位置

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。

　　　ただし、 L 形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、 T 形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで

（１）標準形は、図 8 . 5 （イ）とする。

ⅱ . （ロ）の場合　 L 形ではスラブの付く側、 T 形では交互とする。

ⅲ . （ハ）の場合は床版の付く側を 9 0 ゜折曲げとする。

（１）連続小梁の場合は、図 8 . 1 0 による。

印は、余長を示す。２．

直交する梁へ斜めに定着する場合

立面平面

（１）先端に小梁のない場合は、図 8 . 1 2 による。

一般階 最上階

小梁連続端部小梁外端部

垂直断面

（注）１．図示のない場合は、（１）による。

２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

水平断面

図 6 . 4 　主筋の継手、定着及び余長（その３）

図 6 . 5 　あばら筋組立の形及びフックの位置

図 7 . 1 　柱主筋の継手、定着及び余長

図 8 . 1 　梁主筋の梁内定着

図 7 . 3 　帯筋の割付け

図 7 . 2 　帯筋組立の形

図 8 . 2 　段違い梁

図 8 . 3 　大梁の重ね継手、定着及び余長

図 8 . 4 　ハンチのある大梁の定着及び余長

図 8 . 9 　腹筋および幅止め筋

図 8 . 8 　あばら筋の割付け（その３）

図 8 . 7 　あばら筋の割付け（その２）

図 8 . 6 　あばら筋の割付け（その１）

図 8 . 5 　あばら筋組立の形

図 8 . 1 0 　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

図 8 . 1 1 　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

図 8 . 1 2 　片持梁主筋の定着及び余長

図 8 . 1 3 　片持梁主筋の定着

（２）継手、定着及び余長は、図 7 . 1 による。

ただし、柱頭定着長さＬ  が確保できない場合は、構造図による。

（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は

（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は 1 . 5 巻以上の添巻き行う。

（ｂ）あばら筋は、 8 . 2 による。

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

（ｃ）あばら筋は、 8 . 2 による。

（ｂ）単独小梁の場合は、図 8 . 1 1 による。

（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置

（ｃ）あばら筋の割付け

（ｄ）腹筋及び幅止め筋

（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図 8 . 4 による。

（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図 8 . 3 による。

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。

（ｂ）帯筋組立の形は図 7 . 2 により、適用は構造図による。

（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。

（ｄ）帯筋の割付けは図 7 . 3 とし、それ以外の場合は構造図による。

（ａ）一般事項

（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

（ａ）一般事項

（ａ）一般事項

（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、 8 . 2 による。ただし、梁せいが 1 . 5 m 以上の場合は構造図による。

（ｃ）あばら筋の割付けは、 8 . 2 ( c ) による。

（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図 6 . 4 による。
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（注）１．図示のない事項については、一般の場合に同じ。

（注）１．図示のない事項は、 8 . 1 による。

０００

３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

21

D ≦ 1 0 0

０ / 4 ０ / 2 ０ / 4

1 5 d ( 余長 )

1 5 d ( 余長 ) 1 5 d ( 余長 )

1 5 d ( 余長 )

最上階

一般階

上端筋

下端筋

０/ 4

2 0 d ( 余長 )

０/ 4 ０ / 2 ０/ 4

1 5 d ( 余長 ) 1 5 d ( 余長 )

最上階

一般階

≧ 6 d

≧ 8 d

≧ 6 d

≧ 8 d ≧ 8 d

P ＠

≦ P ＠

約 3 0約 3 0

P ＠

≦ P ＠

P ＠

≦ P ＠

P ＠
≦ P ＠

P ' ＠ P ＠ P ' ＠

/ 4０ / 4０

≦ P ' ＠

2 - D 1 0 2 - D 1 0

2 - D 1 0

2 - D 1 0

2 - D 1 0

2 - D 1 0

1 , 2 0 0 ≦Ｄ≦ 1 , 5 0 09 0 0 ≦Ｄ＜ 1 , 2 0 06 0 0 ≦Ｄ＜ 9 0 0

/ 4０ / 2０ / 4０ / 4０ / 2０ / 4０

０/ 4/ 2０/ 4０/ 4０/ 1 2０7０ / 6

1 5 d ( 余長 )

2 0 d ( 余長 )2 0 d ( 余長 )2 0 d ( 余長 )2 0 d ( 余長）

1 5 d ( 余長 ) 1 5 d ( 余長 ) 1 5 d ( 余長）

（注）１．図示のない事項は、 6 . 1 及び 8 . 1 に準ずる。

※１  Ｌ  　を確保出来ない場合は、標仕 ( 5 . 3 . 4 ( d ) ( 3 ) ) によることが出来る３ｈ

/ 4０ / 2０ / 4０

2 0 d ( 余長 )

/ 6０ / 3０2 / 6０

３ｈ３ｈ

1 5 d ( 余長 ) 1 5 d ( 余長 )

2 0 d ( 余長 )

約 4 5 ゜

印は、余長を示す。２．

　※１  Ｌ  　を確保出来ない場合は、標仕 ( 5 . 3 . 4 ( 5 ) ( イ ) ) によることが出来る3 ｈ

（注）１．図示のない事項は、 6 . 1 及び 8 . 1 に準ずる。

1 5 d / 32 2 / 31 5 d

※１  Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

※２  Ｌ　  を確保出来ない場合は、標仕 ( 5 . 3 . 4 ( 5 ) ( イ ) ) によることが出来る３ｈ

（注）１．図示のない事項は、 8 . 1 による。

印は、余長を示す。２．

３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。
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る場合には、図 8 . 1 のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

※  4 . 1 ( b ) ( 1 ) ( 注 ) 7 に規定する定着長さ
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土間コンクリート補強筋
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Ｌ Ｌ土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

び間隔に合わせる
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配筋図

配筋種別

配筋図

t

２

ａ
２

Ｌ２

ａ
２

Ｌ

Ｌ

Ｌ
２

Ｌ
３ ２

２

３ とする。

Ｌ

ｎ

Ｌ

２(

２
ｎ(

Ｌ

Ｌ

中間部

Ｌ

Ｌ

端部

同材質，同間隔

スラブ筋と同径，

本

本
) 本

Ｌ

１

Ｌ

ｎ ) 本１

１

ｎ１

２

２

ａ

２

２

Ｌ

ａ
Ｌ

２

垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

Ｌ

先
端

壁
厚

以
上

先端壁の縦筋

の径及び間隔

に合わせる

Ｌ

1
00

以
下

先
端

壁
厚

以
上Ｌ

一般スラブ配力筋

出隅部

Ｌ

補強筋の定着

出隅部分の補強筋

Ｌ

≧ とする

出隅受け部

２ ２

２

Ｌ

１
Ｌ

１

１ ２

１

出
隅

部
分

の
補

強
筋

受け筋

余長

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

余長

受け筋
余長

Ｌ

Ｌ

（イ） （ロ） （ハ）

一般スラブの場合

受け筋

受け筋
余長

Ｌ

Ｌ

耐圧スラブの場合

配筋種別 主筋

下

上

上

下

上

下

上

下

下

上
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配筋種別 主筋
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Ｌ

先端部補強筋

（段差なし）

Ｌ配力筋

配力筋

主筋
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先端部補強筋
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配力筋
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壁の種別
補強筋
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壁の種別
補強筋

縦横 斜め

開口Ｌ

Ｌ

Ｌ

１

Ｌ１

１

１

配筋

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

全域

配筋

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

全域

長辺方向（配力筋）

短辺方向（主筋）

短辺方向
長

辺
方

向

大梁柱 柱

大
梁

小
梁

柱 柱

Ｌ

Ｌ

１

２

３

柱

梁

主筋位置

≦ P＠

P ＠

≦ P＠

主筋位置

梁

主筋位置

≦ P ＠

P ＠

≦ P ＠

主筋位置

Ｌ

種別 縦筋及び横筋 断面図（ m m ）

種別

横筋

縦筋

横筋

縦筋

縦筋及び横筋

継手  Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ

交差部（水平断面）

外壁の端部（垂直及び水平断面）

【※】

１ ２

Ｌ
１

２

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

9 . 1 　壁 9 . 2 　壁の補強

1 0 . 1 　スラブ

1 0 . 2 　片持スラブ

1 0 . 3 　スラブ等の補強

1 1 . 1 　片持スラブ形階段

（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。

鉄筋の継手位置は、柱、梁部以外とする。

（２）幅止め筋は、縦横とも D 1 0 - 1 , 0 0 0 ＠程度とする。

（３）打増し部分に壁及び ｽ ﾗ ﾌ ﾞ 等が取付く場合は、鉄筋の定着長さに打増し部分を含まない。

（注）図中の P ＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

( 注 ) 　壁筋の配筋順序は、規定しない。

( 注 ) 　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

端部（垂直及び水平断面）

※　耐震壁の重ね継手長さは、 4 . 1 ( a ) ( 2 ) ( 注 ) 3 に規定する継手長さ

（ａ）一般事項

（ｂ）壁の基準配筋は表 9 . 1 により、種別は構造図による。

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表 9 . 2 により、種別は構造図による。

（ d ）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。

（ e ）壁の交差部及び端部の配筋は、図 9 . 2 による。

図 9 . 2 　壁の交差部及び端部の配筋

表 9 . 1 　壁の基準配筋

図 9 . 1 　壁の配筋

表 9 . 2 　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋

1 2 0

1 5 0

1 8 0

2 0 0

W 1 2

W 1 5 A

W 1 5 B

W 1 8 A

W 1 8 B

W 2 0 A

W 2 0 B

D 1 0 - 2 0 0 @ シングル

D 1 0 - 1 5 0 @ シングル

D 1 0 - 1 0 0 @ シングル

D 1 0 - 2 0 0 @ ダブル

D 1 0 - 1 5 0 @ ダブル

D 1 0 - 2 0 0 @ ダブル

D 1 0 - 1 5 0 @ ダブル

K W 1

K W 2

K A 1

K A 3

K A 2

K A 4

1 8 0

2 0 0

D 1 3 - 2 0 0 @ ダブル

D 1 0 - 2 0 0 @ ダブル

D 1 3 - 1 5 0 @ ダブル

D 1 0 - 2 0 0 @ ダブル

階段の配筋
断面図（ m m ）

種別 ( 表 1 1 . 1 )

1 - D 1 3

1 - D 1 3

1 - D 1 3

1 - D 1 3 1 - D 1 3

1 - D 1 3

1 - D 1 3

2 - D 1 3

2 - D 1 3

２１

２
２

２ ２ ２ ２

２

２

1 - D 1 3 2 - D 1 3 2 - D 1 3 4 - D 1 3

（ａ）壁開口部の補強

（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、 1 3 . 3 ( b ) ( 3 ) による。

（２）壁開口部補強の定着長さは、図 9 . 3 による。

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、 F L を基準とした寸法値とする。

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は 1 3 . 1 ( 1 ) による。

（３）土間コンクリート補強筋 ( S 0 ）の配筋及びコンクリート厚さは 1 3 . 4 ( a ) ( 1 ) による。

（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表 1 0 . 1 及び図 1 0 . 1 により、配筋種別及びスラブ厚さは、

構造図による。

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。

（７）定着長さ及び受け筋は、図 1 0 . 2 による。

ただし、引き通すことができない場合は、図 1 0 . 3 により梁内に定着する。

1 - D 1 3

2 - D 1 3

1 - D 1 3

2 - D 1 3

2 - D 1 3

4 - D 1 3

1 - D 1 3

2 - D 1 3

D 1 3 - 1 0 0 @

同　上

同　上

D 1 3 - 1 5 0 @

同　上

同　上

D 1 0 , D 1 3 - 1 5 0 @

D 1 3 - 1 0 0 @

D 1 3 - 1 5 0 @

D 1 0 , D 1 3 - 1 5 0 @

D 1 3 - 1 5 0 @

D 1 0 , D 1 3 - 1 5 0 @

D 1 0 - 1 5 0 @

D 1 0 , D 1 3 - 1 5 0 @

同　上

同　上

同　上

同　上

D 1 0 , D 1 3 - 1 5 0 @

D 1 0 , D 1 3 - 2 0 0 @

D 1 0 - 2 0 0 @

D 1 0 - 1 5 0 @

D 1 0 - 2 0 0 @

D 1 0 , D 1 3 - 2 0 0 @

D 1 0 - 2 0 0 @

D 1 0 - 2 5 0 @

D 1 0 - 2 0 0 @

D 1 0 - 2 5 0 @

受け筋  ( D 1 3 )

受け筋  ( D 1 3 )

（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表 9 . 3 、Ｂ形は表 9 . 4 とし、適用は 1 3 . 3 ( b ) ( 1 ) による。

なお、耐震壁の補強筋は、構造図による。

表 9 . 4 　壁開口部補強筋（Ｂ形）

図 9 . 3 　壁開口部補強筋の定着長さ

表 9 . 3 　壁開口部補強筋（Ａ形）

表 1 0 . 1 　Ｓ形基準配筋

図 1 0 . 1 　スラブの配筋

図 1 0 . 2 　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

片持スラブの配筋は、次による。

図 1 0 . 5 　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

図 1 0 . 4 　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

表 1 0 . 2 　ＣＳ形基準配筋

図 1 0 . 3 　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

( D 1 3 )

( D 1 3 )

( D 1 3 )

( D 1 6 )

図 1 0 . 1 0 　打継ぎ補強配筋

図 1 0 . 9 　出隅及び入隅部の補強配筋

図 1 0 . 8 　スラブ開口部の補強配筋

図 1 0 . 7 　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

図 1 0 . 6 　先端に壁が付く場合の配筋 図 1 0 . 1 1 　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

表 1 1 . 1 　片持スラブ形階段の基準配筋

図 1 1 . 1 　片持スラブ形階段配筋の定着

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

スラブ開口部の補強は、特記による。

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図 1 0 . 9 により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図 1 0 . 1 0 による。

ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

ａ＞３００の場合は特記による。

（注）ａ≦ 3 0 0 の場合

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

（３）出隅部

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図 1 0 . 6 による。

（１）片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表 1 0 . 2 並びに図 1 0 . 4 及び図 1 0 . 5 により、配筋種別及び

スラブ厚さは、構造図による。

W 1 2 ， W 1 5

W 1 8 ， W 2 0

W 1 2 ， W 1 5

W 1 8 ， W 2 0

C S 5

C S 6

C S 7

D 1 3 - 1 0 0 @

D 1 3 - 2 0 0 @

D 1 3 - 1 5 0 @

D 1 3 - 3 0 0 @

D 1 0 , D 1 3 - 1 5 0 @

D 1 0 , D 1 3 - 3 0 0 @

D 1 0 , D 1 3 - 2 0 0 @

D 1 0 - 2 0 0 @

D 1 0 - 2 0 0 @

D 1 0 - 4 0 0 @

D 1 0 , D 1 3 - 2 0 0 @

D 1 0 - 2 0 0 @

D 1 3 (  　≦ 1 , 0 0 0 )

D 1 6 (  　＞ 1 , 0 0 0 )

D 1 3 (  　≦ 1 , 0 0 0 )

D 1 6 (  　＞ 1 , 0 0 0 )

8 d 以上

8 d 以上

1 0 ｄ以上2 - D 1 3

2 - D 1 3

1 0 ｄ以上

2 - D 1 3

2 - D 1 3

 受け筋  D 1 3

受け筋  D 1 3

≦ 6 0 0

≦ 6 0 0

2 - D 1 3

2 - D 1 3

1
0

0
以

下

1
0

0
以

下

/ 2

/
2

/
2

１/ 2 １

３

３

２

１

１

１

２

１

( 注 ) 1 . ≧ とする１ ２

出隅部分補強配筋 出隅受け部配筋

１

１

= 1 , 5 0 0 ）5 － D 1 0 （

= 1 , 5 0 0 ）5 － D 1 0 （

D 1 3 D 1 3

２

２

３

（ｄ）土間コンクリートの補強

（ｂ）屋根スラブの補強

（ａ）スラブ開口部の補強

（注）１．壁配筋は、 9 . 1 （ｃ）による。

2 ．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。

［鉄筋の定着の長さ］のＬ

片持スラブ形階段の基準配筋は、表 1 1 . 1 及び図 1 1 . 1 により、寸法及び配筋種別は、構造図による。

土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図 1 0 . 1 1 による。

ａ＞３００の場合は特記による。

D 1 3 D 1 3

D 1 3
D 1 3

D 1 0 - 3 0 0 @

2 - D 1 3
D 1 3

D 1 0 - 3 0 0 @

tt

D 1 0 - 3 0 0 @

t

D 1 3t

D 1 0 - 3 0 0 @

t D 1 3

K A 3

K A 1 K A 2

K A 4

D 1 0 - 3 0 0 @

D 1 3 2 - D 1 3

D 1 0 - 3 0 0 @

３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表 4 . 3

S 1 0

S 1 1

S 1 2

S 1 3

S 1 4

S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

S 7

S 8

S 9

C S 1

C S 2

C S 3

C S 4

配筋する。

（ i i ）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより ､ 開口部

を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（i）スラブ開口の最大径が7 0 0 m m以下の場合は、図1 0 . 8により開口によって切られる鉄筋と同量の

鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2 - D 1 3（ ）シングルを上下筋の内側に１= 2Ｌ

（ i ）  補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図 1 0 . 7 による。

（ i i ）出隅受け部分（図 1 0 . 7 の斜線部分）の補強筋は構造図による。

2．出隅受け部配筋は柱
又は梁にＬ 定着する。

( 注 )

配筋標準図 - 3 一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号

水沢競馬場　新厩務員宿舎新築工事



株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一

2 0 2 6 . 0 3 S - 0 5

1 1 . 2 　二辺固定スラブ形階段

二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表 1 1 . 2 並びに図 1 1 . 2 及び図 1 1 . 3 により、
寸法及び配筋種別は、構造図による。

配筋種別 上端筋、下端筋とも（全域）

余長
Ｌ

Ｌ
Ｌ

余長Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

余長 Ｌ

Ｌ

Ｌ２

Ｌｂ

３

２

２

Ｌ２

Ｌｂ

３

２

２

２

ｂ

３

Ｌ２

３

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

K B 1

K B 2

K B 3

K B 4

K B 5

K B 6

K B 7

D 1 3 - 2 0 0 @

D 1 3 - 1 5 0 @

D 1 3 - 1 0 0 @

D 1 3 , D 1 6 - 1 5 0 @

D 1 6 - 1 5 0 @

D 1 6 - 1 2 5 @

D 1 6 - 1 0 0 @

表 1 1 . 2 　二辺固定スラブ形基準配筋

図 1 1 . 2 　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

図 1 1 . 3 　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

D 1 0 - 3 0 0 @
D 1 0 - 2 0 0 @

D 1 0

D 1 0

D 1 0

t

1 5 0

D 1 3
D 1 0 - 2 0 0 @

t

D 1 3

t

1 5 0

t

D 1 0

D 1 0 - 3 0 0 @

D 1 0

 0

 0

 0

1 2 . 1 　梁貫通孔

（ａ）梁貫通孔は、次による。

( １ )   梁貫通孔補強筋の名称等は、図 1 2 . 1 による。

( ３ )   孔の上下方向の位置は図 1 2 . 2 による。

( ６ )   縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

( ９ )   溶接金網の余長は 1 格子以上とし、突出しは 1 0 m m 以上とする。

( 1 0 )   溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋  1 - 1 3 φのリング筋を取り付ける。

( ４ )   孔は、柱面から原則として、 1 . 5 Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除

( ５ )   孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

( ７ )   補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図 1 2 . 3 による。

( 1 1 )   溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

( 1 2 )   貫通孔の位置は図 1 2 . 4 のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を

( ２ )   孔の径は、梁せいの 1 / 3 以下とする。孔が円形でない場合はこれの外接円とする。

くが、その場合の範囲は特記による。

なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

設けないこととする。

横筋

斜め筋

上縦筋

縦筋

あばら筋

下縦筋 下縦筋

斜め筋

横筋

縦筋
あばら筋

上縦筋

Ｈ形

斜め筋 縦筋 斜め筋 あばら筋

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

余長
かぶり

突出し

縦筋

リング筋

突き合せ溶接

余長突出し

リング筋

溶接金網

あばら筋

Ｄ

ＭＨ形及びＭ形

溶接金網

Ｄ

柱 柱

大梁

（小梁のない場合）

小梁

Ｄ

柱 柱

大梁

（小梁のある場合）

：梁貫通孔を設置出来る範囲

Ｌ

Ｌ

Ｄ

Ｄ / 2

Ｌ１

１

１

（注）１．梁貫通孔のへりあき寸法ｄは下記による

･ ･ ･ ･

･ ･ ･ ･

5 0 0 ≦ D ＜ 7 0 0

7 0 0 ≦ D ＜ 9 0 0

9 0 0 ≦ D

d ≧ 1 7 5

d ≧ 2 0 0

d ≧ 2 5 0

･ ･ ･ ･

図 1 2 . 1 　梁貫通孔補強筋の名称等

図 1 2 . 2  梁貫通孔の設置範囲

図 1 2 . 3 　補強筋の定着長さ

図 1 2 . 4  他の開孔を設けない範囲

4 5 ゜4 5 ゜

3 / 8 L 1 / 4 L 3 / 8 L

L

d

d

d

1 . 5 D 以上 1 . 5 D 以上

1 . 5 D 以上 1 . 5 D 以上

1 / 3 D

1 / 3 D

3 / 8 L 1 / 4 L

L

3 / 8 L

d

d

より、開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

( ８ )   孔の径が梁せいの 1 / 1 0 以下、かつ、 1 5 0 m m 未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることに

コンクリートブロック帳壁

コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さ

パラペットの先端補強筋は、図 1 2 . 7 による。尚、コンクリート厚さ及びパラペット配筋は構造図による。

パラペット配筋
（構造図による）

パラペット配筋
（構造図による）

先端補強筋

先端補強筋先端補強筋

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

1 2 . 3 　パラペット

1 2 . 2 　コンクリートブロック帳壁との取合い

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表 1 2 . 1 ～表 1 2 . 3 により、配筋種別は構造図による。

図 1 2 . 6 　壁付き土間コンクリートの補強配筋

図 1 2 . 5 　控壁の配筋（水平、垂直とも）

（ａ）控壁は、次による。

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図 1 2 . 6 による。

2 - D 1 3

4 - D 1 3

2 - D 1 3

2 - D 1 32 - D 1 3

図 1 2 . 7 　パラペットの配筋

D 1 0

（１）控壁の配置は、構造図による。

（２）配筋は、図 1 2 . 5 による。

8 0 0

D 1 0 - 2 0 0 @

D 1 0 - 2 0 0 @

D 1 6D 1 3

D 1 0

ｔ

配筋図上下縦筋横筋縦筋斜め筋配筋種別

（注）

配筋種別 縦筋 溶接金網 配筋図

（注）

配筋種別 斜め筋 縦筋 溶接金網 配筋図

（注）

は、一般部分のあばら筋を示す。

は、一般部分のあばら筋を示す。

は、一般部分のあばら筋を示す。

表 1 2 . 3 　 M H 形配筋

表 1 2 . 2 　 M 形配筋

表 1 2 . 1 　 H 形配筋

なし

なし なし

なし

M 1

M 2

M 3

M 4

なし

なし

M H 1

M H 2

M H 3

M H 4

M H 5

M H 6

M H 7

2 - 2 - D 1 3

4 - 2 - D 1 3

4 - 2 - D 1 6

4 - 2 - D 1 6

4 - 2 - D 1 9

4 - 2 - D 2 2

2 - 2 - D 1 3

2 - 2 - D 1 3 2 - 2 - D 1 3 2 - 2 - D 1 3

4 - 2 - D 1 3 2 - 2 - D 1 3 3 - 2 - D 1 3

2 - 2 - D 1 3

4 - 2 - D 1 3

4 - 2 - D 1 3

6 - 2 - D 1 3

2 - 6φ- 1 0 0 @

2 - 2 - D 1 3

2 - 2 - D 1 3

2 - 2 - D 1 3

4 - 2 - D 1 3

4 - 2 - D 1 6

4 - 2 - D 1 6

4 - 2 - D 1 9

2 - 2 - D 1 3

4 - 2 - D 1 3 2 - 6φ- 1 0 0 @

2 - 6φ- 1 0 0 @

H 1

H 2

H 3

H 4

H 5

H 6

H 7

１３．その他

梁中心

柱中心

梁（土圧、水圧などを受ける壁の場合）

＜柱＞
＜梁＞

壁
Ｄ１３

スラブ

（盤類） 溶接金網６φ－１００＠

溶接金網６φ－１００＠

Ｌ

Ｌ
 
か
つ

梁
中

心
線

を
越
え

る

Ｌ

Ｌ

２Ｌ  かつ柱中心線を越える

２

２

1
5

0以
上

２
Ｌ
２

２

設備配管

２

１３．２　異形鉄筋の末端処理

１３．１　地業

１３．３　壁の配筋

（１）土間コンクリート・土間スラブ下

（ａ）　梁

（１）梁の２段非対称配筋は下図による。

スラブのない側とする

< 片側スラブ > < 両側スラブ >

いずれでもよい

（１）壁筋が、梁，柱主筋の外側に配筋される場合の定着は下図による。

（２）壁筋をスラブに定着させる場合は下図による。

（１）開口補強（設備開口を含む）は特記による。

（２）シングル配筋の壁で盤類が埋設される場合は、下記補強を行う。

1 5 0 以上

Ｌ

1 5 0 以上

5 0 0

5
0

0

（ａ）　定着

（ｂ）　壁開口部の補強

その他

右記以外に適用する。 風除室・ポーチ・外部通路・車路

凡例

砂利地業

捨コンクリート

一般室

５
０

６
０

５
０

土
間
ス
ラ
ブ

土
間
コ
ン
ク
リ-

ト

コンセントボックス

１－Ｄ１３

Ｌ

Ｌ
３

３

開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。）

（３）コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋を緩やかに曲げることにより、

ＲＣ壁

縦横共Ｄ１０－２００＠
（土間補強筋　上側）

ｈ

土間コンクリート配筋と
（縦横共）

柱

梁

梁

梁
梁

柱

梁

梁

梁

▽地盤面

ｈ
ｈ

ｂ

Ｌ

ｂ Ｌ

ｈ
ｈ

ｂ

Ｌ

壁厚

土に接する部分

Ｌ２

ｈ

5 ｈ

Ｌ２

ｂ
Ｌ２

Ｌ２

Ｌ２

２

２

２

Ｌ２

１３．５　その他の配筋

１３．４　スラブの配筋

（１）打増し部分は、かぶり厚さに含まない。ただし、土に接する柱は除く。

（２）部材の軸方向の補強筋の定着長さはＬ２とする。

（３）打増し部が７０ｍｍ未満の場合、補強を行わない。

（４）柱と梁が同一面とする場合の打増しは下図による。

（躯体取合いによる打増しとし、仕上による打増しは含まない。）

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

７０＜ｈ≦２００

（２）土間コンクリートにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

と同径同ピッチ

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

７０＜ｈ≦２００

（縦横共）

スラブ配筋と同径同ピッチ

（１）スラブにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

７０＜ｈ≦２００ｈ≦７０
ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

７０＜ｈ≦２００ ｂ：１．７５ｈかつ２００以上ｈ≦７０

（２）土間コンクリートの上にＲＣ壁が取り付き、その下に地中梁がない場合は、下図の補強を行う。

（１）土間コンクリート厚は 1 3 0 , 補強筋はタテ・ヨコ共 D 1 0 - 2 0 0 @ シングルとする

（１）同一土間スラブに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

（２）同一土間コンクリートに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

（ａ）　打増し

（ａ）　土間コンクリート

（ｂ）　段差のあるスラブの補強

（ｃ）　トラフの補強

4 5 °

4 5 °

3
5

=
1

0
+

2
5

3 5 = 1 0 + 2 5

1 0

1
0 1
0

0

1
0

2 5

2 5

2
5

　（６）土に接する部分の打増し
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ａ．壁長が１ｍ以下の壁横筋の末端　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所
ｅ．単純梁の下端筋
ｄ．柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

はり

（２）記号

折曲げ角度

２．鉄筋加工、かぶり

１．一般事項

鉄筋の余長

鉄筋は、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５を使用する。

折曲げ内法寸法Ｒは、Ｄ１６以下は、３ｄ以上、Ｄ１９以上は４ｄ以上

（１）鉄筋末端部の折曲げの形状

鉄筋の種類

ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５

ＳＤ２９５Ａ

圧接継手

ガス圧接形状

（４）鉄筋のかぶり厚さ

１．末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

（３）鉄筋の定着及び重ね継手の長さ

（５）鉄筋のあき

（６）鉄筋のフック
ｂ．粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上

ａ．異形鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上

（２）鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度９０゜以下

（１）構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

継手

あばら筋

重ね継手（下図のいずれかとする）

最小かぶり厚さ

ｄｏ

＊＊　片持ちスラブ先端は、最小かぶり３０ｍｍとする。［　８－（１）の　　　参照］

＊　　外壁の屋外に面する部位に耐久性上有効な仕上げがある場合は、屋外側の部分に

（ａ～ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

土に接する耐力壁・床スラブ・布基礎の立上がり部分・

　　　又、軽量コンクリ－トの場合は、１０ｍｍ増しの値とする。

基礎つなぎ梁

基　礎　（捨コンクリ－ト部分を除く）

〔注〕

耐力壁・壁梁・小梁・片持ち梁

a

４０

３０

６０

異形鉄筋

（単位：ｍｍ）

・非耐力壁

θ＞８０゜

ａ≧４００

構　造　部　分

＊＊
屋根スラブ・床スラブ、片持ちスラブ

１Ｌ

Ｌ１１．５　　以上

１．２ｄ以上

２０

末端にはフックが必要

●印の鉄筋の重ね継手の

５０

４０

７０

ｄｏ

間隔

あき

（ｍｍ）

１Ｌ

Ｌ１約０．５

設計かぶり厚さ

３０

（ｍｍ）

ｄ／４以下

１５ｄ　フックつき

１．４ｄ以上

下ば筋（Ｌ３）

４０ｄ　または１８

θ

３ｍｍ以下

３０ｄ　フックつき

圧接面

ｄｄ

上記以外の鉄筋

スパイラル筋
Ｒ

ｄ

クリートの設計
基準強度の範囲
（Ｎ／ｍｍ　）

２

普通、軽量コン

２１　２２．５　２４

Ｒ

ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５

小　梁

２５ｄ　または
３５ｄ　または

一般（Ｌ２）

２５ｄ　フックつき

ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５

定着の長さ

４５ｄ　または１５０ｍｍ以上

３５ｄ　フックつき

ｄ／５以下

圧接面

圧接面

４ｄ以上

重ね継手の長さ

３０ｄ　フックつき
４０ｄ　または

（Ｌ１）

特別の定着及び

６ｄ以上

以上

以下

スラブ

１０ｄ　かつ

Ｄ１９～Ｄ２５

Ｄ１９

Ｄ１６

９０゜

ｄ

８ｄ以上（※４ｄ以上）

＠・・・間隔　　ｒ・・・半径　　　・・・中心線　　　・・・部材間の内法距離　　

ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　　　　　　　　Ｄ・・・部材の成　　Ｒ・・・直

ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ・・・補強帯筋　　φ・・・直径

鉄筋の使用箇所

Ｒ

余長

４ｄ以上

による呼称

帯筋

図

図

ｄ

余長

Ｒ

ＳＤ２９５Ａ

６ｄ以上（※４ｄ以上）

鉄筋の種類

Ｌ

１８０゜

ｄ

Ｃ ０

１３５゜

ｄ

キャップタイ

内のり寸法（Ｒ）
鉄筋の折曲げ

３ｄ以上

８
ｄ

以
上

ｄ

以下

※片持スラブ上端筋の先端

Ｒ

区分
鉄筋の径による

Ｄ１６

余
長

の末端部またはスラブと同時に

折まげ角度９０゜はスラブ筋・壁筋

キャップタイにのみ用いる。
打ち込むＴ形およびＬ形梁の

壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図 （１）

屋内 屋外 屋内 屋外

３０
＊ ＊

４０

＊
４０ ５０

＊

２ ２コンクリ－トは普通Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍｍ　以上２４Ｎ／ｍｍ　以下　、軽量Ｆｃ＝１８Ｎ／ｍｍ２

配筋標準図 - 5

（３）べた基礎

（４）基礎接合部の補強

壁ばり主筋または

配筋は同厚の壁リストにならう

屋根スラブ交差部補強筋

Ｗ　の三角壁厚さは、２００以上又は地中梁幅とし、

（１）縦筋・曲げ補強筋・縦補強筋の定着

（２）上・下階耐力壁の各種配筋
単配筋

Ｌ
１

耐力壁の長さ
Ｌ

２

Ｌ２やすい

Ｌ
２

立
上

り
筋

イ

壁　縦　筋

耐力壁と床・屋根スラブ

ロイ

ハＬ
１

Ｌ
１

１

５．耐力壁

２
Ｌ

　
又

は
Ｌ

≧
１

５
ｄ

Ｌ２

３

（２）杭基礎

２
０

ｄ
以

上

フック付

（通し筋とする。）

１Ｗ

複配筋

１８０未満

＞

上階単配筋
下階複配筋

単配筋

絞る

上階耐力壁補強筋
壁ばり主筋

下階耐力壁補強筋

壁ばり縦筋

Ｄ
ｅ

≦
６
１

Ｄ
ｅ

Ｄ

ｅ

１８０以上

Ｐ
Ｐ

ロ
片持ちスラブ

Ｐ
Ｐ

床スラブ

Ｌ２

両側スラブ
両側スラブとも

とも

Ｌ
１

片側・両側スラブ

Ｄ

Ｌ
２

ｅ６
１

ハ

Ｌ
２

壁ばり主筋

水平（鉛直）に曲げ

配筋

Ｌ２

直交筋外側に回し

両側スラブ

鉄筋を９０゜に

ロ

Ｄ１３以上

※印筋はＤ１０－＠２００とする

Ｈ≦５００は※印筋は不用とする

Ｌ２

Ｐ
／

２
横

筋
ピ

ッ
チ

Ｐ曲
げ

補
強

筋

Ｐ
／

２

壁横筋

屋根スラブ
Ｌ２

Ｌ
２

幅止筋　Ｄ１０
縦横筋３段ごと 横

筋
ピ

ッ
チ

Ｐ

４５゜～６０゜

２－Ｄ１６以上

１Ｌ

３００

梁
幅

イ

壁横筋

Ｌ２

Ｄ１３以上

フックを直交筋に
かけ掛け

ロ

鉄筋端の１８０゜

Ｌ

２．　　の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

４．埋戻し土のある場合は４０を７０とする

但し上筋と下筋を読みかえる

１．耐圧版鉄筋の継手位置は８－（１）床スラブを参考とする
１

１
４

０
７

０

１

Ｌ

Ｌ２

２

※※

２

１

※

Ｌ
２

３
－

Ｄ
１

３

５００＜Ｈ≦１０００Ｈ

３．　　の鉄筋はＤ１３以上

２

２０ｄ（両側）

ａ≧３

※

※

※

４０ｄ（片側）

かぶり厚さ

余長４ｄ

２
０

ｄ
以

上

フック無し

延ばすと
施工がし

第１ベ－ス筋
（直交布基礎の縁に配置する）

（１）布基礎

４．基礎

８．（３）の上下筋

布基礎交差部の配筋（平面）

Ｌ２以上

Ｐ
Ｐ

Ｐ

十形交差部

Ｐ
以

下

フ－チング

Ｌ形交差部

を読み替える

不可

フーチング主筋

原則として基礎ばり下端主筋・ベ－ス筋・

ベ－ス筋の間隔は原則として２０ｃｍ以下とし

Ｐ：ベ－ス筋の設計間隔

配力筋の間隔は３０ｃｍ程度とする

また、特殊な場合には、はかま筋を配置する

配力筋及び交差部ベ－ス筋を配置する。

（交差部まで延ばす）

交差部ベ－ス筋

配力筋

Ｌ１以上

Ｔ形交差部ベ－ス筋

基礎ばり下端主筋

ＰＰ

Ｌ２以上

敷込み砂利（割栗）
捨コンクリ－ト

ベ－ス筋の
設計間隔

Ｐ：

１５０以上 １５０以上

布基礎２回打ち（フ－チングと

立上り部分を分ける）の場合

打継ぎ面

打継ぎ面

幅止め筋Ｄ１０

基礎梁主筋
（Ｄ１３以上）

床スラブ

壁縦筋 Ｌ
２

Ｌ
２

補強筋
曲げ

折り曲げ

斫リ部分

１
０

０
以

上
　

　
８

０
０

～
１

０
０

０

へりあき２００以上

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

杭間隔は２×φかつφ＋１０００以上

φ

杭
主

筋
４

０
ｄ

フラットバー＠３，０００

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

φ

主筋のかぶりは
１００以上とする

１０ｄ又は重ね継手４５ｄ

（各４ヶ所）

スペーサー

補強筋

所定の位置に止まった場合

（１）ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行う

（２）現場打ちコンクリート杭

補強筋

ＨＯＯＰ

杭　径

Ｌ
２

φ

３．杭

所定より低く止まった場合

＞φの場合は工事監理者の指示による

１５０

８－Ｄ１３

４００φ３００φ、３５０φ

６－Ｄ１３

杭頭処理

１０－Ｄ１３

４５０φ

Ｄ１０－＠１５０

ＨＯＯＰ＠１５０

５
０

以
上

φ
コンクリート止め板

基礎下端

但し　≦φの場合

Ｌ
２

１
５

０

１
．

５
φ

ＨＯＯＰ＠１５０

φ

６００φ

１０－Ｄ１６

５００φ

ＣＬ

８－Ｄ１６

４
５

ｄ

重
ね

継
手

３－Ｄ１６

補強筋

４５゜

基礎下端

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

曲げる

ｂ　Ｔ形交差部の縦・横筋の配置

Ｐ

Ｐ

６．使用可能な鉄筋の最大径（標準）

中心を超えてから

ｃ　＋形交差部の縦・横筋などの配置

耐　力　壁
部位

壁式鉄筋

構造種別

コンクリ－ト造

Ｐ

単配筋の場合

Ｐ

Ｐ
Ｐ

単配筋の場合

横筋（通し筋）

Ｐ
Ｐ

ＰＰ

Ｌ２

Ｐ
／

２

Ｌ２

Ｄ１６

非耐力壁

Ｄ２５

布　基　礎
基　　　礎
基　礎　梁

壁　　梁

小　　梁

Ｄ２２

がりょう

Ｄ２２

ス　ラ　ブ

Ｄ１６

複配筋の場合

横筋

Ｐ

縦筋

縦補強筋
１－Ｄ１３以上

縦補強筋
４－Ｄ１３以上

Ｐ
Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｄ１６

塀

Ｐ

ＰＰ

Ｌ２

Ｐ

曲げ補強筋

第１縦筋

Ｄ１３以上

縦筋Ｄ１０以上

横筋Ｄ１０以上

耐力壁

幅止筋

縦補強筋

Ｐ

Ｄ１３以上

縦筋Ｄ１０以上

Ｄ１０　３本ごと

横筋Ｄ１０以上

Ｄ１３以上
曲げ補強筋

複配筋の場合

Ｌ
１

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ
１

横
筋

と
同

径
同

間
隔

Ｌ
２

Ｌ２

Ｌ
２

横筋Ｄ１０以上

端部曲げ補強筋１本の場合

第１縦筋Ｄ１０以上

第１縦筋

第１縦筋

定着長さＬ２

端部曲げ補強筋２本の場合

ａ　Ｌ形交差部の縦・横筋などの配置

（３）耐力壁の縦・横筋の配置

（４）耐力壁が交差する場合（平面）

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｌ
２

単配筋の場合

Ｐ
／

２

複配筋の場合

Ｐ／２

Ｐ

１
５

０
以

上

Ｐ／２

Ｐ

１
２

０
以

上

Ｄ１３以上
曲げ補強筋

Ｐ／２
単配筋の場合

曲げ補強筋

Ｐ

Ｌ
１

通し筋

注）壁長１５００以下の横筋はＨＯＯＰ状に加工すること。

Ｐ

２－Ｄ１３以上

Ｐ

縦筋第１縦筋

曲げ補強筋

Ｌ１

Ｐ／２
複配筋の場合

１
８

０
以

上

Ｐ

縦筋Ｄ１０以上

Ｐ ＰＰ Ｐ／２Ｐ

調整区間Ｐ以下

1 5 d かつ 1 5 0 以上

一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号

水沢競馬場　新厩務員宿舎新築工事



株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一

2 0 2 6 . 0 3 S - 0 7

ｂ　小梁の定着・継手位置およびトップ筋長さ

（下端筋継手位置）壁梁幅 （注）圧接継手を用いる場合、継手間隔は４００ｍｍ以上とする。

補強あばら筋は小梁主筋側
に必ず入れること。

正

面

平　面 正　　面
θ＝４５°

水平定着

１５０
壁長の小さい場合

＊１ヶ所で同時に多数
鉄筋を切らないこと。

（上端筋継手位置）

２／３Ｂ以上

あばら筋かけ始め

２５０

０．２５

外端

継手位置

０

Ｂ

０．１

Ｌ２

２
５

０
以

上

Ｌ３

定　着

／３０

０

０ ／３

Ｌ１

＊

０

１５０

Ｌ２

水平定着

壁長の大きい場合

Ｌ
２

基礎

１５０

Ｌ
２

１５０

０／３

０

＊

０．１５

／４

Ｌ１

＊

２５０

＊

あばら筋かけ始め

２５０ ０

０．３ ０

内端（連続端）

無開口の場合

水平定着

Ｌ
２

１５０

７．

（２）壁梁の範囲

（１）壁梁の標準配筋図

（３）定着
ａ　壁梁

水平定着

　＝１２００
１－Ｄ１３以上

水平定着

水平補強筋

２－Ｄ１３以上

Ｌ２

（内壁）

（外壁）

Ｌ１

水平定着

一般階
最上階

水平補強筋

　＝１２００
１－Ｄ１３以上

６
０

０

Ｒ階

　＝１２００

１－Ｄ１３以上

Ｌ２

１－Ｄ１３以上

Ｌ
１

水平補強筋

６
０

０

１－Ｄ１３以上
水平補強筋

　＝１２００

Ｌ
１

１－Ｄ１３以上

水平定着

２－Ｄ１３以上
（外壁）

（内壁）

１－Ｄ１３以上
　＝１２００

　＝１２００
１－Ｄ１３以上
水平補強筋

６
０

０

水平補強筋

Ｌ
１

２段筋

〃〃〃〃〃〃〃〃Ｌ２ Ｐ

Ｌ２

６００

壁梁の長さ

６００

Ｌ２

腹筋

壁梁、小梁

Ｌ１

幅止め筋　Ｄ１０－＠１０００以下

幅が１８ｃｍ以上の場合は閉鎖型

Ｌ２Ｐ〃〃〃〃〃〃

Ｌ２

調整区間Ｐ以下

６００

２段筋

Ｌ２

壁式鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図 （２）

Ｌ１

（４）床板開口部の補強

（３）片持ちスラブ出隅部補強

床板厚さＤ

１５０＜Ｄ≦２００

Ｌ１

Ｌ１

設備の小開口が連続してあく場合
は縦、横、斜補強筋とは別に開口
によって切られる鉄筋と同じ鉄筋
を開口をさけて補強する。

周　囲

Ｄ≦１５０ 各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

注）斜　め

各２－Ｄ１３

各１－Ｄ１３

孔と孔のへりあき１００以上

補強筋は各３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一
径で　＝１，５００とし、上端筋の下に配筋する
※の箇所（入隅）は各階補強する

１２００＜　　≦１５００

２Ｌ１

下筋

（開口の径５００以上の場合）

／２

斜め補強筋

Ｌ１

Ｌ１

周囲補強筋

Ｌ
１

Ｌ１

５－Ｄ１３（９００≦　　≦１２００）

４－Ｄ１３（　＜９００）

上端筋

≦１２００

ｂ

ａ

上筋

※

／２
鉄筋長は上筋の１／２以上

Ｄ１３

Ｄ１３

Ｌ１

Ｌ
１

Ｄ１３

下端筋

上端筋

５－Ｄ１３かつ

上筋径以上

５－Ｄ１３かつ

片側床版付（Ｌ型）梁でｂ、

（４）あばら筋の型

床　板

（１）定着および継手

（５）壁筋と壁のおさまり

壁シングル配筋

原則としてａのフック先曲げとする。

両側床版付（Ｔ型）梁でｃとすることができる。
フックの位置はａにあっては交互、

壁梁の幅は耐力壁の厚さ以上とする。

ｂにあってはスラブ側とする。

補強筋Ｄ１３以上
片持スラブ

（２）屋根スラブの補強

８．

（ロ）

複配筋

（イ）

２１０Ｄ１６ １９５１９０１８０曲げ補強筋 Ｄ１６曲げ補強筋

１０ｄかつ１５０以上

（壁縦筋とは別に
　配筋する）

曲げ補強筋Ｄ１３以上

継手位置は原則として下表による。

L 3

他端にスラブがある場合

短辺・長辺方向

短　辺　方　向

長　辺　方　向

3 0

下端筋

上端筋

L
2

Ｌ２

１
０

ｄ
以

上

縦筋

Ｂ

Ｃ

Ｂ

標準継手位置

Ａ

他端にスラブがない場合

壁梁鉛直断面

L 2

スラブ

ａ　片持床スラブ
ｂ　一般床スラブ

L
2

L
2

ｙ

ＡＢ

１５ｄ

ＣＡ

肩筋Ｄ１３以上

１５ｄ

ｘ
／

４

Ａ

Ｃ

Ｄ１３

２０５

（注）かぶり厚さ４０ｍｍの場合

Ｄ１９２００１９０Ｄ１９

Ｃ

ｘ／４

Ａ ｘ
／

４

Ｃ

ｘ／４

ｘ

２２０

補強筋Ｄ１３以上

はり幅の最小寸法（構造体寸法）
壁ダブル配筋

おさまりＡ

ま
り

お
さ

Ａ

おさまりＢ

ｂａ
Ｌ２

ｂ

あばら筋

単配筋ｃ

Ｄ１３

１９５

曲げ補強筋

スラブ

Ｄ１３

主
筋

は
り

ま
り

お
さ

Ｄ１６

１８０

Ｄ１３

１８０

曲げ補強筋

Ｂ

主
筋

は
り

Ｄ１３ ２００

Ｄ１６

（単位：ｍｍ）

単配筋

６ｄ

複配筋

逆梁

ｃ

８
ｄ

６ｄ

４
ｄ

Ｌ＝鉄筋コンクリ－ト構造配筋

標準図（１）の２－（３）による。

（５）床板段差

（６）土間コンクリ－ト

３００

階　段

６００

ｂ　間仕切壁との交又部

その他

（３）手摺、パラペット

（上下各１本）
２－Ｄ１３

２－Ｄ１３　Ｌ＝１１００ｍｍ
（上端筋の下へ配筋する）

はり壁に定着

１２０以上

（４）コンクリ－トブロック帳壁

溶接　＝１００

溶接　＝１００

鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること

ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場

ｈはコンクリ－トブロック段数調節寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

注）

注）

注）

ｈ
ｏ

Ｌ
１

Ｄ１３

手摺

１０．

片持ち階段

９．

斜め補強筋

Ｄ
Ｄ

中央

ａ　軽作業の土間

Ｄ１３

端部

Ｌ２Ｌ２
Ｄ１３
Ｌ２

Ｄ１０＠４００
Ｌ２

下部防水立上りのある場合一般の場合
Ｌ２Ｌ２

Ｄ１３

Ｄ１３

ｔ

Ｄ１０＠４００

Ｄ１０＠６００

Ｌ２

ｈ
ｏ

ｈ Ｌ
２

設計図による）
（但し、Ｈ＞８００以上の場合、

Ｈ

１
０

０
以

下

Ｌ２

Ｄ１０＠１５０ダブル

Ｌ
２

１
０

０
以

下

１５０以上Ｈ
Ｌ

２

Ｌ２

Ｄ１３

ｔ

Ｄ１３

Ｄ１０＠４００

Ｄ１０＠６００

Ｄ１０－＠２００ダブル

Ｄ１０＠１５０ダブル

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

１２００以下

Ｄ１０－＠２５０

Ｄ１３以上Ｄ１０－＠２５０

Ｄ１３

４
ｄ

Ｄ１３

パラペット

Ｄ１０

Ｄ１３以上

（平面）

（上下各１本）
２－Ｄ１３

Ｄ１０

Ｄ１３受筋

Ｄ１３

１／２ｔ以上

２５ｄ

Ｌ２

Ｄ１３

Ｄ１０＠１５０ダブル

５０

３／４ｔ以上

床板厚

ｔ

２Ｄ

２Ｄ

１２００Ｘ６００以下

２－Ｄ１６

（ダメ穴打継面について）

設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ１以上

無筋部分Ｄ１０－＠２００　　長さ８００以上

（７）釜場

Ｄ
Ｄ

Ｄ１３

５０

Ｄ１０－＠２００

折曲　Ｄ１０－＠２００

２５０

Ｄ１３－２００＠ダブル

Ｄ１０－１５０＠

（８）打継ぎ補強

Ｄ
以

下
Ｄ

以
下

５００５００

２Ｄ

２Ｄ

Ｌ１
Ｌ１

Ｄ１６

Ｌ１

Ｄ

中央
５００

２－Ｄ１６

Ｌ１

２
０

０

Ｌ
１

Ｄ
≦

Ｈ
≦

２
Ｄ

Ｌ１

５００

Ｄ１６

Ｄ１０－＠１５０

Ｌ１

Ｄ１３

Ｄ１６端部

Ｄ

Ｌ１

Ｈ

Ｄ１０

高さ２．２ｍ以下

Ｄ１３

４００

立面配筋図

４００

Ｄ１０

Ｄ１３

Ｄ１０

Ｄ１０

４００４００

空洞ブロック

控壁のある塀例

３９０ｘ１９０ｘ１２０

４
０

０

４
０

０

１５０

４００

一般部断面配筋図

壁の高さの

１５０

４００

控壁部断面配筋図

１／５以上の控壁

４００

断面配筋図

１
０

０
１

４
０

０

１
８

０
０

横筋用ブロック

道路 ３
０

０

Ｄ１３

１
０

０
１

４
０

０
３

０
０

ＧＬ

Ｄ１０

５
０

Ｄ１０

１
８

０
０

壁厚１５ｃｍ以上（高さ２ｍ以下は１２ｃｍ以上）

Ｄ１３

Ｄ１３

立面配筋図 １５０

３
０

０
４

０
０

道路

Ｄ１３

ＧＬ

高
さ

２
２

０
０

以
下

５
０

控壁用型枠
ブロック

Ｄ１３

Ｄ１０

２
５

ｄ

1
8

0

控壁間隔３．４ｍ以下１２０

１５０

（２）鉄筋標準配筋

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３－１００＠

※

Ｄ１０

（１）　ブロック塀の高さ・厚さと基礎の構造
ａ．塀の高さ（地盤面に高低差のある場合は低い方による）は２．２ｍ以下。

ｃ．地盤が液状化の恐れがある砂質土及び軟弱土の場合は、別途検討する。
ｄ．鉄筋挿入部はモルタルを充てんすること。

空洞ブロック　３９０ｘ１９０ｘ１２０

コンクリ－トブロック塀

高さ１．２ｍ以下

ｂ．塀の厚さは、塀の高さ２ｍ以下の場合は１２ｃｍ以上、２ｍを越える場合は１５ｃ

※記の位置、寸法によ

Ｄ１０

かさ木ブロック

控壁のない塀例

１２．

らなくて良い。

φ

※

φ＞２５０

孔補強の有効範囲と

定着長さのとり方

部分について計算で
確認された場合は右

８０＜φ≦１００

リング型

貫通孔が連続して間隔等が取れない

２
５

０
以

上

場合は設計者又は工事監理者と打合

Ｄ１０

Ｄ１０

縦筋は、ブロックの空洞部内で重ね継ぎをしてはならない。

横筋用ブロック

Ｄ１０

基本ブロック

１５０

１２０

５
０

１
０

０
１

０
０

０

１
４

０
０

（スターラップ補強範囲）

２φ２φ
せのこと。

高
さ

１
２

０
０

以
下

ＧＬ

１５０＜φ≦２５０

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦筋　ＳＴ２－Ｄ１３

斜　筋　４－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３－１００＠

φ１

（φ１＋φ２）×３／２以上

φ

Ｌ２

Ｌ２

２
５

０
以

上

φ Ｄ

Ｌ２

４５°

但し　φ≦Ｄ／３とする

横　筋　２－（２－Ｄ１３）

折　筋　２－（２－Ｄ１３）

縦　筋　ＳＴ２－Ｄ１３－１００＠

金網型

１００＜φ≦１５０

パイプ型

上
下

プレ－ト型

φ

φ２

梁貫通孔補強１１．

設置可能範囲　梁端部（スパン　／１０以内かつ２Ｄ以内）は避ける

配筋標準図 - 5 一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号

（１）　既製品 （使用するときには、設計者又は工事監理者と打合せの上、計算書・施工要領書を提出すること。）

水沢競馬場　新厩務員宿舎新築工事
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岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一

2 0 2 6 . 0 3 S - 0 8

A 1 : 1 / 1 5 0

A 3 : 1 / 3 0 0

地　質　名
Ｎ　値

1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6 0

深さｈ

B N o . 1

地　質　名
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一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号
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特記なきは壁符号は　 W 2 0
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その他、意匠図及び詳細図を参照

その他、意匠図及び詳細図を参照

斜め破線部分は C S 1 1 A 範囲を示す

斜め破線部分は C S 1 1 A 範囲を示す

8 , 4 0 0

8 , 4 0 0

水沢競馬場　新厩務員宿舎新築工事



株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一
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A 3 : 1 / 2 0 0
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５階壁・Ｒ階梁伏図
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一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号

X 3 X 4 X 5 X 6 X 7 X 9 X 1 0 X 1 1X 1 X 1 3
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特記なきは壁符号は　 W 2 0

5 階壁・ R 階梁伏図

6 - D 1 3

6 - D 1 36 - D 1 3

6 - D 1 3

G 8 , G 9 の梁天端は　 S L - 2 5

X 2 X 1 2

その他、意匠図及び詳細図を参照

斜め破線部分は C S 1 A 範囲を示す
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株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一
A 1 : 1 / 1 0 0

A 3 : 1 / 2 0 0
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G 1 A G 1 A G 1 A G 1 A G 1 A G 1 AG 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1

G 1 A G 1 A G 1 A G 1 A G 1 A G 1 AG 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1 G 1
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軸組図 - 1 一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号
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特記なき壁符号は　Ｗ 2 0

その他、建築意匠図を参照
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その他、建築意匠図を参照
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株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一
A 1 : 1 / 1 0 0

A 3 : 1 / 2 0 0
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軸組図 - 2 一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号
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特記なき壁符号は　Ｗ 2 0

その他、建築意匠図を参照

特記なき壁符号は　Ｗ 2 0

その他、建築意匠図を参照
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株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一
A 1 : 1 / 1 0 0

A 3 : 1 / 2 0 0
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軸組図 - 3 一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号
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特記なき壁符号は　Ｗ 2 0

その他、建築意匠図を参照
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特記なき壁符号は　Ｗ 2 0

その他、建築意匠図を参照
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X 7 通り軸組図

その他、建築意匠図を参照
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特記なき壁符号は　Ｗ 2 0

その他、建築意匠図を参照
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その他、建築意匠図を参照
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その他、建築意匠図を参照
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株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一
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軸組図 - 4 一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号
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特記なき壁符号は　Ｗ 2 0

その他、建築意匠図を参照

特記なき壁符号は　Ｗ 2 0

その他、建築意匠図を参照
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Ｙ 6 通り軸組図
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位　　　置

符　　　号

面
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上　端　筋

下　端　筋
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F G 1
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主　　筋

壁 梁 配 筋 要 領

腹筋

通し筋

幅が１８ｃｍ以上の場合は閉鎖型

2 - D 1 6

スラブ

耐力壁

2 - D 1 6

スラブ

耐力壁

耐力壁とスラブの取り合い

＊　耐力壁が連続していて，開口が無い場合は，上図によるスラブ受け筋を通す。

＊　スパンの途中に開口がある場合は，梁の上端筋の２本をスラブ受け筋筋として引き通す。

＊　その他　日本建築学会「壁構造配筋指針」を参照とする。

水沢競馬場　新厩務員宿舎新築工事
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直交筋外側に回し配筋
片側・両側スラブとも

上階単配筋
下階複配筋

耐力壁と床・屋根スラブ壁　縦　筋

L
2

L
1

L
1

横
筋

ピ
ッ

チ
Ｐ

L
2

P
/
2

P
/
2

＊　その他　日本建築学会「壁構造配筋指針」を参照の事。

A 1 : 1 / 3 0

A 3 : 1 / 6 0

（注）　壁長１５００以下の横筋はＨＯＯＰ状に加工すること。

1 0 ｄかつ 1 5 0 以上

（注）　フックなしの場合はＬ 2 とする

S - 2 1

L 1

L
1

L
1

縦補強筋は梁内定着とする

＊　特記なき縦補強筋は、壁端部曲げ補強筋リストを参照

開　口　部

共　通　事　項

壁断面図 一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号

水沢競馬場　新厩務員宿舎新築工事



符　　号

床版配筋リスト

S 1

S 2

C S 2

S 1 1

S 1 2

C S 1 A

C S 1 2

C S 1 1 A

C S 2 2

K S

C S 2 1

C S 2 1 A

F S

C S 1

S 3

C S 1 1

S 1 3

スロープ

D S

F C S

F C S 1

株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一

2 0 2 6 . 0 3

A 1 : 1 / 3 0

A 3 : 1 / 6 0

S - 2 2

D 1 3

D 1 3

D 1 3

2 - D 1 3

D 1 3

D 1 0 - @ 2 0 0

両方向共

D1 3

D 1 3

1 , 1 0 0

5 0 0

1 5 0

1 2 0

C S 2

R S L

1 2 0

1 2 0

2 0

1 2 0

1 1 5 0 C S 2 2

G  L

1 S L

1 , 1 0 0

1 2 0

2 0

1 2 0

1 1 5 0 C S 1 2

1 , 1 0 0

2 ～ 5 S L

2 ～ 5 S L

1 2 0

1
5
0

スロープ

1 , 3 0 0

1 , 9 5 0

5 0 0

1 2 0

2 5

1 2 0

1 1 5 0

F C S

1 , 9 5 0

1 1 5 0

1 2 0

1 , 9 5 0

1 , 9 5 0 1 , 3 4 0

K B

K S

1 7 0

C S 1 1 A

W 1 5

C S 1

C S 1 1

C S 2 1

C S 1 A

C S 1 1 A

C S 2 1 A

位　置 配　力　筋主　　　筋 備　　考

上 端 筋

下 端 筋
1 5 0

1 5 0

D 1 0 - @ 2 5 0

D 1 0 - @ 2 5 0D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 , 1 3 - @ 2 0 0

Y 1

上 端 筋

下 端 筋

上 端 筋

下 端 筋 D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

1 5 0
D 1 0 - @ 2 0 0

1 5 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 5 0

D 1 0 - @ 2 5 0

D 1 0 , 1 3 - @ 2 0 0

1 7 0 ～ 1 5 0
D 1 0 - @ 1 5 0

上 端 筋

下 端 筋 D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 3 - @ 1 5 0

上 端 筋

下 端 筋 D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 3 - @ 1 0 0
2 2 0 ～ 1 7 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0上 端 筋

下 端 筋
1 7 0 ～ 1 5 0

D 1 3 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0上 端 筋

下 端 筋 D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0上 端 筋

下 端 筋

D 1 0 - @ 2 0 0上 端 筋

下 端 筋
1 7 0 ～ 1 5 0

D 1 3 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0D 1 0 - @ 2 0 0

上 端 筋

下 端 筋
1 5 0

D 1 0 , 1 3 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0上 端 筋

下 端 筋 D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0上 端 筋

下 端 筋

D 1 3 - @ 1 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

2 2 0 ～ 2 0 0

D 1 3 - @ 1 2 5

D 1 3 - @ 7 5

2 2 0 ～ 2 0 0

2 2 0 ～ 2 0 0

D 1 3 - @ 1 2 5

D 1 3 - @ 2 0 0 D 1 3 - @ 2 0 0

D 1 3 - @ 2 0 0

上 端 筋

下 端 筋 D 1 3 - @ 2 0 0
2 0 0

Y 3

2 2 0 ～ 1 7 0

2 2 0 ～ 1 7 0

上 端 筋

下 端 筋 D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 , 1 3 - @ 2 0 0

上 端 筋

下 端 筋 D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 , 1 3 - @ 2 0 0

2 2 0 ～ 2 0 0

2 2 0 ～ 2 0 0

上 端 筋

下 端 筋 D 1 0 - @ 2 0 0 D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0D 1 0 , 1 3 - @ 2 0 0

上 端 筋

下 端 筋 D 1 0 - @ 2 0 0 D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0D 1 0 , 1 3 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 1 5 0

1 5 0
上 端 筋

下 端 筋

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

上 端 筋

下 端 筋
1 5 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

2 0 0

2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 3 - @ 1 0 0上 端 筋

下 端 筋

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0D 1 0 - @ 2 0 0

上 端 筋

下 端 筋

D 1 0 . 1 3 - @ 1 0 0

屋上（ＥＶホ - ル部）

屋上（居室部）

屋上（居室の一部）

1 ～ 5 階ＥＶホ - ル

バルコニ - 屋根

1 ～ 5 階居室の一部

開放廊下屋根

2 ～ 4 階　バルコニ－

2 ～ 4 階　開放廊下

1 階　バルコニ－

　ＥＶピット

　屋外階段屋根・踊り場

1 階　開放廊下

1 階　開放廊下  
（目隠し壁部）

床版配筋リス ト

開放廊下屋根（目隠し壁部）

開放廊下屋根

2 ～ 4 階　開放廊下
（目隠し壁部）

1 ～ 5 階居室

1 ～ 5 階居室

X 6 A - X 8 間

　配管ピット

　配管ピット

X 6 A - X 8 間

X 6 A - X 8 間

スラブハンチ要領図

一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号

版　　板

2 0
3 0

D 1 3

D 1 3

2 - D 1 3

D 1 3

2 - D 1 3

D 1 3

3 0

D 1 3

2 - D 1 3

D 1 3

3 0

D 1 3

1 5 0

4 5 0

D 1 3

1 5 0

4 5 0

D 1 6

D 1 3

スラブ増し打ちｔ＝ 3 0

断熱材　ｔ＝ 5 0

D 1 6 D 1 3

1 2 0 0

2 0
3 0

1 5 0

5 0

6 09 0

4 - D 1 3

4 - D 1 3
D 1 6

D 1 0 - @ 2 0 0
チドリダブル

縦・横筋共

D 1 6 D 1 3

3 0
2 0

踊り場部分との接合
* 　位置は伏図参照

2 - D 1 3

2 - D 1 3

1 7 0

1 7 0

3 - D 1 3

3 - D 1 3
下端増し打ち

Y 4

Y 3

t

ハ
ン

チ

1 , 0 0 0

開放廊下居室

* 　Ｓ 3 部分は除く

水沢競馬場　新厩務員宿舎新築工事



株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一

2 0 2 6 . 0 3

A 1 : 1 / 3 0

A 3 : 1 / 6 0

S - 2 3

2 - D 1 6

2 - D 1 6

4 - D 1 6

D 1 0 - @ 1 5 0

D 1 0 - @ 1 5 0

かんざし筋

横筋

2 - D 1 3

D 1 3

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 - @ 1 5 0

縦筋
D 1 3 - @ 2 0 0

D 1 6

D 1 3

2 - D 1 3

D 1 0 - @ 2 0 0

K W

K B

K B

K B

K W

K B

K B

1 2 0

K W

K W

1 2 0

D S

K S

K S

2
2
0

3
,
0
0
0

5
0
0

5 S L

R S L

各S L

1 S L

G  L3
0
0

屋外階段詳細図 一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号

1
5
0

1 3 0

D 1 0 - @ 2 0 0

D 1 0 , 1 3 - @ 2 0 0

2 - D 1 3

2 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

S T  ロ- D 1 0 - @ 2 0 0

S T  ロ- D 1 0 - @ 2 0 0

スラブ受け筋

2 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

5 , 0 0 0

D 1 3

1 , 1 6 0

2 - D 1 3

2 - D 1 3

1
5
0

D 1 3

D 1 3

D 1 3

4
5
0

1
5
0

1
5
0

水沢競馬場　新厩務員宿舎新築工事



株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一
A 3 : 1 / 1 0 0

A 1 : 1 / 　 5 0

2 0 2 6 . 0 3 S - 2 4

W
1
2

W
1
2

W
1
2

W
1
2

W
1
2

W
1
2

W
1
2

W
1
2

W
1
8
a

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

１階壁配筋図 1 / 5 0

W
2
0
a

W
2
0
a

1 0 4 0 7 3 0 1 8 0 0

2 7 3 0 8 8 0

1 0 4 04 7 5 1 8 0 0 1 8 0 01 0 2 5 1 0 4 09 5 5 1 8 0 01 0 4 0 1 0 4 07 3 0 1 8 0 0 1 8 0 07 3 0 1 0 4 0 7 3 0 7 3 01 8 0 0

6 4 51 2 8 0 9 7 08 4 0

1
8
0
0

8
5
0

4
7
0
0 7 9 08 8 02 7 3 0 2 7 3 08 8 07 9 0 2 7 3 0 2 7 3 08 8 0 8 8 0

1 9 6 5 1 7 1 0 1 7 1 07 6 5 7 6 51 9 2 51 7 1 0 1 7 1 0 1 9 2 51 9 2 51 9 2 5 7 6 57 6 5 7 6 51 7 1 0 1 9 2 5

1 8 0 0 4 4 4 04 6 0

4 9 0 1 7 4 0

3 8 03 8 0 3 8 04 5 0 4 5 0
1 3 0 5

3 8 03 8 0

1 8 0 0 1 7 0 02 2 0 0

4 5 0 4 5 0

7 9 0 7 9 0

4 5 0 4 5 0

7 9 0 7 9 0

１階壁配筋図

2
4
5

特記なき壁符号は全て　Ｗ２０　とする。

特記なき壁芯は全て　通り芯　とする。

（矩体寸法として、建具寸法 + 片側 7 0 m m を考慮）

その他、特記なきは標準図を参照とする。

縦筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ　、横筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ壁配筋　Ｗ１８

縦筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ　、横筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ

壁配筋　Ｗ 1 2

壁配筋　Ｗ 1 8 a

縦筋　Ｄ１０－２００＠　 S 　、横筋　Ｄ１０－２００＠　 S

縦筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ　、横筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ壁配筋　Ｗ２０

壁配筋　Ｗ２０ a 縦筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ　、横筋　Ｄ１０－１５０＠　Ｄ

一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号

X 7

4 , 4 0 0

Y 1

Y 2

Y 3

3
,
6
0
0

5
5
0

3
,
2
0
0

1
,
1
0
0

Y 4

1
,
4
0
0

X 8

X 8X 7 A

2 , 6 0 0

X 6 A

4 , 1 0 0

2
,
0
0
0

1
0
9
5

6
6
0

X 1 X 2 X 3 X 4 X 5 X 6

2 , 7 0 0 5 , 7 0 0 4 , 4 0 0 4 , 4 0 0 4 , 4 0 0 4 , 4 0 0

6
0

1
4
0

2 - D 1 9

4 - D 1 6

2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9

4 - D 1 6 4 - D 1 6 4 - D 1 6 4 - D 1 62 - D 1 9

2 - D 1 9

2 - D 1 9

2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9

2 - D 1 9

2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9

2 - D 1 9

2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9

4 - D 1 64 - D 1 6

2 - D 1 92 - D 1 9

2 - D 1 9

4 - D 1 6
4 - D 1 6

2 - D 1 9
2 - D 1 9 2 - D 1 94 - D 1 6

2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9

4 - D 1 64 - D 1 6
4 - D 1 6

4 - D 1 64 - D 1 64 - D 1 6

4 - D 1 6 4 - D 1 6 4 - D 1 6 4 - D 1 6

2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9

2 - D 1 9

2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9D 1 3 D 1 3

4 - D 1 6
2 - D 1 9

2 - D 1 9 2 - D 1 9 2 - D 1 9D 1 3

4 - D 1 6

D 1 3D 1 3 D 1 3 D 1 3 D 1 3 D 1 3 D 1 3 D 1 3

4 - D 1 6
4 - D 1 3

2 - D 1 3

4 - D 1 6
2 - D 1 9 2 - D 1 9

4 - D 1 6
2 - D 1 9 2 - D 1 9

4 - D 1 64 - D 1 3

2 - D 1 3

2 - D 1 9 2 - D 1 9

Y 5

Y 6

水沢競馬場　新厩務員宿舎新築工事



株式会社

ke i ich i -naka i   arch i tecture des i gn Co . , l td

岩手県盛岡市南大通二丁目1 - 2 0 T E L  0 1 9 - 6 5 4 - 2 3 1 1

構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一
A 3 : 1 / 1 0 0

A 1 : 1 / 　 5 0

2 0 2 6 . 0 3 S - 2 5

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8

W
1
8
a

2 ～ 5 階壁配筋図

W
1
2

W
1
2

W
1
2

W
1
2

W
1
2

W
1
2

W
1
2

W
1
2

1 / 5 0

1 0 4 0 7 3 0 1 8 0 0

2 7 3 0 8 8 0

2
4
5

1 0 4 04 7 5 1 8 0 0 1 8 0 01 0 2 5 1 0 4 09 5 5 1 8 0 01 0 4 0 1 0 4 07 3 0 1 8 0 0 1 8 0 07 3 0 1 0 4 0 7 3 0 7 3 01 8 0 0

6 4 51 2 8 0 9 7 08 4 0

1
8
0
0

8
5
0

4
7
0
0 7 9 08 8 02 7 3 0 2 7 3 08 8 07 9 0 2 7 3 0 2 7 3 08 8 0 8 8 0

1 9 6 5 1 7 1 0 1 7 1 07 6 5 7 6 51 9 2 51 7 1 0 1 7 1 0 1 9 2 51 9 2 51 9 2 5 7 6 57 6 5 7 6 51 7 1 0 1 9 2 5

1 8 0 0 4 4 4 04 6 0

4 9 0 1 7 4 0

3 8 03 8 0 3 8 04 5 0 4 5 0
1 3 0 5

3 8 03 8 0

1 8 0 0 1 7 0 02 2 0 0

4 5 0 4 5 0

7 9 0 7 9 0

4 5 0 4 5 0

7 9 0 7 9 0

2～5階壁配筋図

特記なき壁符号は全て　Ｗ２０　とする。

特記なき壁芯は全て　通り芯　とする。

縦筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ　、横筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ壁配筋　Ｗ２０

（矩体寸法として、建具寸法 + 片側 7 0 m m を考慮）

縦筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ　、横筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ壁配筋　Ｗ１８

その他、特記なきは標準図を参照とする。

縦筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ　、横筋　Ｄ１０－２００＠　Ｄ壁配筋　Ｗ 1 8 a

縦筋　Ｄ１０－２００＠　 S 　、横筋　Ｄ１０－２００＠　 S壁配筋　Ｗ 1 2

（　）内は４階・５階の配筋を示す。

一級建築士事務所（岩手県）知事登録 第お（2 7 1 2 ） 1 2 7 2 号

X 7

4 , 4 0 0

Y 1

Y 2

Y 3

3
,
6
0
0

5
5
0

3
,
2
0
0

1
,
1
0
0

Y 4

1
,
4
0
0

X 8

X 8X 7 A

2 , 6 0 0

X 6 A

4 , 1 0 0

2
,
0
0
0

1
0
9
5

6
6
0

X 1 X 2 X 3 X 4 X 5 X 6

2 , 7 0 0 5 , 7 0 0 4 , 4 0 0 4 , 4 0 0 4 , 4 0 0 4 , 4 0 0

6
0

1
4
0

4 - D 1 6 4 - D 1 6 4 - D 1 6 4 - D 1 6 4 - D 1 6

2 - D 1 6

4 - D 1 6
2 - D 1 6

2 - D 1 6 2 - D 1 6 2 - D 1 6 2 - D 1 6 2 - D 1 6 2 - D 1 6 2 - D 1 6

( 4 - D 1 3 )

2 - D 1 6 2 - D 1 6 2 - D 1 6 2 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

4 - D 1 64 - D 1 6
4 - D 1 6

4 - D 1 64 - D 1 64 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

4 - D 1 6

4 - D 1 6

2 - D 1 6

4 - D 1 6 4 - D 1 6 4 - D 1 6 4 - D 1 6 4 - D 1 6

D 1 3 D 1 3 2 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

2 - D 1 6

D 1 3 D 1 3 D 1 3 D 1 3

4 - D 1 6

2 - D 1 6D 1 3

D 1 3 D 1 3 D 1 3 D 1 3

4 - D 1 6

4 - D 1 6
4 - D 1 6 4 - D 1 3

2 - D 1 6

4 - D 1 3

2 - D 1 3

2 - D 1 3

4 - D 1 6
2 - D 1 6

( 2 - D 1 3 )

( 4 - D 1 3 )

( 2 - D 1 3 )
2 - D 1 6

( 2 - D 1 3 ) ( 2 - D 1 3 )
2 - D 1 6

( 2 - D 1 3 )

2 - D 1 6
( 2 - D 1 3 ) ( 4 - D 1 3 )

( 2 - D 1 3 )

( 2 - D 1 3 )
2 - D 1 6

( 2 - D 1 3 )
2 - D 1 6

( 2 - D 1 3 )

( 4 - D 1 3 )
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株式会社
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構造設計一級建築士　登録 5 5 3 7 号　　久保　稔

一級建築士　登録 2 5 3 2 0 9 号

中居都市建築設計 一級建築士（建設大臣）登録 3 1 7 5 4 0 号　　中居　真一
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特 記 事 項

３、壁柱主筋の定着は、Ｌ２または上階スラブより上方へ１５ｄ以上とする。

２、曲げ補強筋、交差部補強筋は上方へ１５ｄ以上あるいはスラブ内にＬ２定着し、下部は地中梁下端まで延長し曲げ込み、余長は２００ｍｍ確保する。

＊　曲げ補強筋が各階とも重ね継手となっているが、鉄筋の定尺を考え、必ずしも各階に継手を設けなくてもよい。

１、梁主筋の定着長さはＬ 2 とし、水平定着部がＬ 2 に満たない場合は、直交壁（又は梁）に定着する。
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４、開口補強筋－斜筋は全て　２－Ｄ１３　とする。

壁配筋詳細図

その他、特記なきは標準図及び壁配筋図を参照とする。

特記なき壁符号は　Ｗ 2 0 特記なき壁符号は　Ｗ 2 0
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